
12　月

1　月

平成１８年１月９日（月）

受付　９：００～９：２０

競技開始　９：３０

アザレアホール須恵

須恵町にお住まいで囲碁が好き

な人なら、どなたでも参加でき

ます。

大人1,000円　子ども500円

(昼食代含む）

平成１８年１月５日（木）

須恵町囲碁同好会　浅田　等

☎９３５－１１３２

日　　時

場　　所

対象者

参加料

申込締切

問合せ先

●

●

●

●

●

●

問問問

●●●

●●●●●●●●●●●●●●●

●●●

ク リ ス マ ス ●綿 貫 美 由 紀
●岩 本 よ う 子

●森 山 千 鶴
●岡 本 順 子

１４日（水）宇美商業高校“生きる力”発表会
１７日（土）とうま音楽教室発表会
１８日（日）ブラッシモU吹奏楽発表会
２３日（祝）西日本音楽学院発表会
２５日（日）早田ピアノ発表会

第10回
新春囲碁大会

　運動公園｢若杉の森｣多目的グラウンドは、２

月から５月中旬(予定)まで、芝生の養生期間の

ため､使用できません。

 みなさまのご理解とご協力をよろしくお願いし

ます。

運動公園からのお知らせ
　アザレアホール須恵館内１階のホワイエ（ロ

ビー）部分を常設の作品発表の場として無料で

開放いたします。

　開放期間は、原則として１回につき３週間と

します。詳しくは、アザレアホール須恵内社会

教育課へお尋ねください。

お 知 ら せ

和 の 宴和 の 宴和 の 宴和 の 宴和 の 宴
～太鼓フェスティバル～～太鼓フェスティバル～～太鼓フェスティバル～

参加者募集!!参加者募集!!

１５日（日） 粕屋和の宴  (太鼓フェスティバル)
２１日（土）めぐみ保育園発表会
２９日（日）平成歌謡教室発表会

1212
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校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
務
局

　
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、

各
小
学
校
で
「
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
校
区
と
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ま
つ
り
実
行
委
員
会
を
開
き
、
企

画
、
検
討
を
重
ね
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
色
を
生
か
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

組
ま
れ
て
、
た
く
さ
ん
の
人
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
す
こ
や
か
秋
ま
つ
り(

第
一
小)

　
　
　
　（
11
月
13
日
）

・
新
し
い
試
み
と
し
て
ス
テ
ー
ジ

で
、
各
区
対
抗
や
全
員
参
加
に
よ

る
ゲ
ー
ム
大
会
（
旗
揚
げ
、
だ
る

ま
落
し
、
○
×
大
会
）
な
ど
が
開

催
さ
れ
、
会
場
が
笑
い
あ
り
、
た

め
息
あ
り
で
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

　
ぺ
っ
た
ん
フ
ェ
ア(

第
二
小)

　
　
　
　（
11
月
13
日
）

・
も
ち
米
の
収
穫
を
祝
い
、
ぺ
っ

た
ん
、
ぺ
っ
た
ん
と
つ
い
た
も
ち

を
祭
り
の
目
玉
と
し
て
、
食
を
学

び
、
人
々
と
出
会
い
、
ふ
れ
あ
っ

た
有
意
義
な
ま
つ
り
で
し
た
。

　
ふ
れ
あ
い
祭
り(

第
三
小)

　
　
　
　（
10
月
23
日
）

・
Ｒ
Ｋ
Ｂ
ラ
ジ
オ
な
ど
で
活
躍
中

の
中
村
美
由
紀
さ
ん
を
総
合
司
会

に
迎
え
、体
育
館
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

２
箇
所
で
の
ス
テ
ー
ジ
で
、
見
所

い
っ
ぱ
い
の
ま
つ
り
で
し
た
。

校区コミュニティ豆知識

　平成７年から取り組んでいる須恵町

独自の生涯学習のまちづくりは、「四季

を楽しむ里づくり運動の展開」「ボランティ

ア派遣事業の推進」「校区コミュティの

推進」の三本柱に沿って事業が展開さ

れています。

　特に、校区コミュニティの推進につ

いては、これまで町が中心で行なって

きた催しを、大人にも子どもたちにも

適したエリアといわれる小学校区を中

心に、一人でも多くの住民のみなさん

が参画できるまちづくりとして定着し

つつあります。

今
年
も
貴
方
の
笑
顔
に
出
会
え
た

【
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ま
つ
り
】

　地域の人々が出会う機会を多く

もち、楽しく有意義にふれあい、

学び合い、相互の理解を深め、思

いやりと助け合いのある豊かな人

間関係の確立と、生涯を通じて安

心して、充実した生活が営まれる

地域づくりを目的とします。

「すみよい地域づくり」と「子ど

もたちの健全育成」を目的とし、

地域住民の相互の結びつきを深め

るための、出会い、ふれあい、学

びあいの場を設定することです。

　子どもから大人、お年寄りまで

の地域住民の相互の結びつきを深

め、住みよい地域づくりを目指し、

地域住民の出会い、ふれあい、コ

ミュニティの構築（広がる輪）を

目的としています。

会長　中澤 一薫 さん なかざわ　かずしげ会長　園田 建士 さん そのだ　けんじ会長　田原　豊 さん たはら　ゆたか

各校区コミュニティ(推進会議)の目的とは？

すこやかコミュニティ推進会議 いきいきコミュニティ推進会議 ふれあいレインボー推進会議
●第一小学校校区

　　すこやかコミュニティ事務局

　　☎ ９３２－１１０９(代表 )

●第二小学校校区

　　いきいきコミュニティ事務局

　　☎ ９３５－９７７１

●第三小学校校区

　　ふれあいレインボー事務局

　　☎ ９３６－８２０５

① すこやか秋まつり　だるま落し

② すこやか秋まつり　校長先生の皿まわし

③ ふれあい祭り　　　もちまき

④ ぺったんフェア　　もちまき

⑤ ふれあい祭り　　　Mee&Mee's リトル・ジュニア

⑥ ぺったんフェア　　表現踊り・太鼓(4年生 )

①

②

③

④

⑤ ⑥

①

②

③

④

⑤ ⑥
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［問合せ先］　役場　社会教育課　☎ 934-0030 ［問合せ先］　役場　社会教育課　☎ 934-0030

［問合せ先］　役場　社会教育課　☎ 934-0030

［問合せ先］　役場　総務課　☎ 932-1151

　
平
成
17
年
度
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
タ
・
ふ
く
お
か
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
セ
ミ
ナ
ー
が
、
10
月
30
日
（
日
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
は
、
“
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
体
験
教
室
”
と
題
し
て
、
あ

お
ば
会
館
で
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
、

須
恵
中
学
校
運
動
場
で
タ
ー
ゲ
ッ

ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
の
講
習
会
が

開
か
れ
、
参
加
者
は
さ
わ
や
か

な
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
須
恵
町
運
動
公
園
・

若
杉
の
森
運
動
公
園
で
は
、
広

澤
克
実
氏
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
ス
ポ
ー

ツ
日
本
野
球
解
説
者
）
に
よ
る

野
球
実
技
講
習
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
あ
こ
が
れ
の
大
選
手
の

指
導
に
、
１
８
７
人
の
少
年
た

ち
が
熱
い
ま
な
ざ
し
と
、
元
気

い
っ
ぱ
い
の
プ
レ
ー
で
答
え
ま

し
た
。

　
午
後
か
ら
は
“
し
ま
っ
て
い

こ
う
ぜ
！
”
と
題
し
た
広
澤
氏

に
よ
る
講
演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
野
球
人
生
を
中
心
に
し
た
エ

ピ
ソ
ー
ド
の
中
に
は
ユ
ー
モ
ア

が
あ
ふ
れ
、
会
場
は
温
か
く
和

や
か
な
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

　
須
恵
町
恒
例
の
、
生
涯
学
習

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、「
向

こ
う
三
軒
両
隣
」
を
テ
ー
マ
に
、

10
月
29
日(
土)
、
ア
ザ
レ
ア
ホ
ー

ル
須
恵
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
前
半
は
、
若
松
進
一
氏(

愛

媛
大
学
非
常
勤
講
師
・
元
愛
媛

県
双
海
町
教
育
長)

を
講
師
に

迎
え
、「
ま
ち
づ
く
り
の
新
し

い
風
」
と
題
し
た
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。

　
人
間
味
あ
ふ
れ
る
話
題
の
中

に
、
町
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
が
も

り
だ
く
さ
ん
で
し
た
。

　
後
半
は
、
三
浦
清
一
郎
氏
（
社

会
教
育
・
生
涯
学
習
研
究
者
）

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
若

松
進
一
氏
、
山
野
芳
朗
氏
（
須

恵
第
二
小
学
校
校
長
）、
恵
良
章

治
氏
（
県
立
社
会
教
育
総
合
セ

ン
タ
ー
社
会
教
育
主
事
）
の
３

人
を
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
に
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
形
式

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
や
、
子
育
て
支
援
に
つ

い
て
の
鋭
い
指
摘
に
、
会
場
を

埋
め
尽
く
し
た
観
客
か
ら
は
、

活
発
な
質
問
が
次
々
に
出
さ
れ

ま
し
た
。

　来年の「成人の日」は、１月９日（月）

となっていますが、本町の成人式は１月

８日（日）午前１０時からアザレアホー

ル須恵で行います。

　対象者は、昭和６０年４月２日から昭

和６１年４月１日までに生まれた人です。

総数は３３９人で、男性１９８人、女性

１４１人です（平成１７年１１月１日現在）。

　なお、現在町外などにお住まいで、成

人式をふるさとの須恵町で迎えたい人も

出席できます。この場合、案内状を別途

送付しますのでご連絡ください。

　また、毎年対象者の氏名を掲載してい

ましたが、個人情報保護法の施行により、

今年から掲載しないことといたしました。

山
田 

知
佳 

さ
ん

１
９
９
０
年
生
ま
れ
。

須
恵
中
学
校
三
年
生
。
身
長
１
７
５
セ
ン
チ

将
来
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
目
指
し
て

広
澤
克
実
氏
を
迎
え
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
セ
ミ
ナ
ー
開
催
さ
れ
る

こ
れ
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
考
え
る
〜
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
〜

成
人
式
の
ご
案
内

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す

　
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
12
月
11

日
（
日
）
か
ら
31
日
（
土
）
ま
で
実
施
さ

れ
ま
す
。

　
交
通
モ
ラ
ル
・
マ
ナ
ー
の
回
復
「
み
ん

な
で
広
め
よ
う
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実

践
」
を
運
動
の
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
重
点
項
目
と
し
て
次
の
こ
と
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

　
●
高
齢
者
の
交
通
事
故
を
防
止
し
よ
う

　
●
飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

　
●
交
差
点
の
交
通
事
故
を
防
止
し
よ
う

45

　
須
恵
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
の
山
田
知
佳
さ
ん
（
中
３
・
昭
穂

区
）
が
、
12
月
24
日
（
土
）
か
ら

27
日
（
火
）
に
大
阪
府
で
開
催
さ

れ
る
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
カ
ッ
プ
第
19
回
全
国
都
道
府
県

対
抗
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
、

福
岡
県
選
抜
チ
ー
ム
の
選
手
と
し
て

出
場
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、（
財
）
日
本
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
協
会
な
ど
が
主
催
、
文
部
科

学
省
な
ど
が
後
援
し
て
い
ま
す
。

 

こ
の
大
会
を
通
じ
て
、
将
来
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
発
掘
と
中
学
生

の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
図
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

　
選
抜
選
手
に
選
ば
れ
た
山
田
さ
ん

は
「
い
ろ
ん
な
人
た
ち
の
お
か
げ
で

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
や
っ
て
く
る
こ
と

が
出
来
て
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
大
会
で
は
優
勝
出
来
る

よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。」
と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ダ
イ
ア
ロ

ー
グ
形
式
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
と
は
、

　
特
定
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
、
司
会
者
が
シ
ン

ポ
ジ
ス
ト
に
対
し
て
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で

討
議
し
た
り
、
参
加
者

と
の
質
疑
応
答
を
進
め

て
い
く
方
法
で
す
。



Ｑ
　
親
子
で
遊
ん
だ
り
、
何
か
を
作
っ
た

　
　
り
す
る
機
会
が
、
一
月
に
ど
れ
く
ら

　
　
い
あ
り
ま
す
か
。

質
問
⑤
　
あ
な
た
は
、
宿
題
を
含
め
家
で

　
　
　
　
ど
れ
く
ら
い
勉
強
し
ま
す
か
。

　
ア
　
ほ
と
ん
ど
し
な
い

　
イ
　
30
分

　
ウ
　
１
時
間

　
エ
　
１
時
間
30
分

　
オ
　
２
時
間

　
カ
　
２
時
間
30
分

　
キ
　
３
時
間

　
ク
　
３
時
間
30
分

　
ケ
　
４
時
間

　
コ
　
４
時
間
30
分
以
上

　
　
　
コ
メ
ン
ト

　
小
学
生
は
、
三
、
四
、
五
年
生
の
約
８

割
が
「
ほ
と
ん
ど
し
な
い
」
〜
「 

１
時
間
」

で
、
６
年
生
は
「
１
時
間
30
分
以
上
」
が

４
割
を
占
め
、「
３
時
間
以
上
」
が
５
％
い

ま
す
。

　
中
学
生
は
、「
ほ
と
ん
ど
し
な
い
」
が
一

年
生 

４
％
、
二
年
生 

７
％
、
三
年
生
18

％
と
、
進
路
選
択
と
そ
の
実
現
が
近
ま
る

に
つ
れ
て
増
加
し
、
逆
に
「
２
時
間
以
上
」

が
一
年
生
23
％
か
ら
三
年
生
の
18
％
と
減

少
す
る
な
ど
、
三
年
生
が
一
年
生
よ
り
勉

強
時
間
が
少
な
い
の
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。

（
質
問
が
「
家
で
」
と
書
い
て
あ
る
の
で
、

子
ど
も
た
ち
は
学
習
塾
な
ど
の
勉
強
を
加

算
し
て
い
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
）

　
小
・
中
学
校
間
で
は
、
中
学
生
が
小
学

生
よ
り
わ
ず
か
な
が
ら
、
家
庭
学
習
を
し

て
い
る
時
間
が
長
い
よ
う
で
す
。
理
想
と

し
て
は
、
小
学
生
は
少
な
く
と
も
毎
日
一

時
間
、
中
学
生
は
教
科
の
内
容
な
ど
か
ら

毎
日
二
時
間
以
上
の
家
庭
学
習
を
習
慣
化

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
・
・
・
。

Ｑ
「
自
ら
進
ん
で
学
習
す
る
自
学
自
習
の

　
　
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
だ
か
ら
、

　
　宿
題
は
最
小
限
度
で
よ
い
」
と
言
う
意

　
　見
も
あ
り
ま
す
が
、
宿
題
は
ど
の
程
度

　
　あ
っ
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

質
問
⑥
　
あ
な
た
は
、
学
習
塾
や
ピ
ア
ノ

　
　
　
　
教
室
な
ど
の
「
な
ら
い
ご
と
」

　
　
　
　
に
行
っ
て
い
ま
す
か
。

　
ア
　
行
っ
て
い
る

　
　
Ｑ
　
だ
れ
が
決
め
ま
し
た
か

　
　
　
Ａ
　
自
分

　
　
　
Ｂ
　
家
の
人

　
　
　
Ｃ
　
そ
の
他

　
　
Ｑ
　
月
謝
は
い
く
ら
で
す
か

　
イ
　
行
っ
て
い
な
い

　
ウ
　
行
き
た
い
と
思
う

6

　
教
育
委
員
会
で
は
、
町
内
の
学
齢
期

の
子
ど
も
た
ち
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、

家
庭
・
学
校
・
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
の
た
め

に
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
る
た
め
に
、

平
成
17
年
５
月
、
町
内
の
小
学
校
３
〜

６
年
生
の
児
童
４
５
９
人
、
中
学
校
１

〜
３
年
生
の
生
徒
３
４
９
人
を
対
象
に

「
学
習
環
境
実
態
調
査
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
の
学
習
環
境
の
姿
を
知
っ
て

い
た
だ
き
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長

に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
、
み
ん
な
で

育
て
る
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り

に
役
立
て
て
い
た
だ
く
こ
と
を
心
よ
り

期
待
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

5回シリーズ

第2回

子どもの学習環境の現実の
姿をご存知ですか?

こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
読
み
方

う
ち
の
子
　
よ
そ
の
子

　
　
　
　
　
　
み
ん
な
で
考
え
　
み
ん
な
で
育
て
よ
う

子
ど
も
の
現
実
「
学
習
環
境
実
態
調
査
」
か
ら

　
実
態
調
査
は
、
子
ど
も
た
ち
に
質
問

内
容
を
示
し
た
後
、「
自
分
の
思
っ
て

い
る
こ
と
に
一
番
近
い
も
の
を
ア
、
イ
、

ウ
・
・
の
中
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
」

な
ど
の
形
式
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
学
年
ご
と
に

集
計
し
た
結
果
を
グ
ラ
フ
で
紹
介
し
、

学
年
ま
た
は
小
、
中
学
校
ご
と
の
子
ど

も
の
現
実
（
特
徴
や
傾
向
、
問
題
点
な

ど
）
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
し
な
が
ら
、

町
民
の
み
な
さ
ん
に
「
こ
れ
か
ら
の
よ

り
良
い
子
ど
も
の
育
て
方
」
を
考
え
て

い
た
だ
く
た
め
の
質
問
「
Ｑ
」
も
設
定

し
て
み
ま
し
た
。

　
お
子
さ
ん
が
お
ら
れ
る
家
庭
で
は
、

親
子
一
緒
に
話
し
合
わ
れ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
隣
近
所
の
お
母
さ
ん
、
お
父

さ
ん
で
「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育

て
る
」
方
法
に
つ
い
て
立
ち
話
し
で
も

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま

す
。

質
問
④
　
あ
な
た
は
、
学
校
か
ら
帰
っ
て

　
　
　
　
 ど
ん
な
遊
び
を
し
ま
す
か
？

　
ア
　
テ
レ
ビ
を
見
る

　
イ
　
本
を
読
む

　
ウ
　
友
達
と
家
で
遊
ぶ

　
エ
　
友
達
と
外
で
遊
ぶ

　
オ
　
地
域
で
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る

　
カ
　
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
す
る

　
キ
　
パ
ソ
コ
ン
を
す
る

　
ク
　
家
で
ご
ろ
寝
を
す
る

　
ケ
　
そ
の
他

　
　
　
コ
メ
ン
ト

　
小
学
生
は
、「
友
達
と
外
で
遊
ぶ
」
が
四

年
生
の
57
％
を
最
高
に
、
全
児
童
の
４
割

に
達
し
ま
す
。
次
い
で
「
友
達
と
家
で
遊
ぶ
」

が
13
％
〜
21
％
で
、
「
テ
レ
ビ
を
見
る
」

は
7
％
〜
15
％
と
意
外
に
少
な
い
よ
う
で

す
。

　
中
学
生
は
、「
テ
レ
ビ
を
見
る
」
が
二
年

生
の
58
％
〜
三
年
生
の
39
％
の
間
で
最
も

多
く
、
全
体
の
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
次
い
で
、「
友
達
と
遊
ぶ
」
6
％
〜
11
％

と
続
き
、「
家
で
ご
ろ
寝
を
す
る
」
が
一
年

生
11
％
、
二
年
生
3
％
、
三
年
生
16
％
と

意
外
に
多
い
よ
う
で
す
。

　
原
因
は
、
部
活
動
や
勉
強
の
疲
れ
か
ら

の
脱
却
を
体
が
要
求
し
て
い
る
か
ら
で
し
ょ

う
か
。

　
近
年
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
映
像
文
化
が

中
心
で
、
読
書
な
ど
の
活
字
文
化
か
ら
は

大
人
も
子
ど
も
も
遠
ざ
か
っ
て
い
る
実
態

が
あ
り
ま
す
。

　
過
度
な
映
像
情
報
の
受
容
は
、
か
え
っ

て
心
身
へ
の
悪
影
響
さ
え
懸
念
さ
れ
ま
す
。

幼
少
年
期
の
読
書
は
想
像
力
や
感
性
を
豊

か
に
し
ま
す
。「
一
週
一
冊
読
書
」
の
習
慣

を
つ
け
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
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集
団
資
源
回
収
運
動

リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス

役場に設置しているリサイクルボックス

第二小PTAによる集団資源回収

　
　
　
コ
メ
ン
ト

　
小
学
生
は
、
44
％
〜
52
％
と
約
半
数
の

児
童
が
「
な
ら
い
ご
と
」
に
行
っ
て
お
り
、

そ
の
多
く
が
学
習
塾
で
す
。
ま
た
、
７
割

の
児
童
が
、
行
く
こ
と
を
「
自
分
で
」
決

め
て
い
ま
す
。

　
中
学
生
は
、
44
％
〜
48
％
が
行
っ
て
お

り
、
そ
の
多
く
が
学
習
塾
で
、
４
人
に
１

人
は
「
家
の
人
」
か
ら
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

調
査
時
期
が
５
月
で
あ
っ
た
た
め
、
３
年

生
は
中
体
連
大
会
終
了
の
夏
休
み
以
後
に

「
学
習
塾
」
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
小
・
中
学
校
間
に
大
差
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

「
行
っ
て
い
な
い
」
児
童
生
徒
の
う
ち
１
割

近
く
は
「
行
き
た
い
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
月
謝
は
、
通
う
日
数
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
が
、
学
習
塾
で
は
一
万
円
、
ピ
ア
ノ

教
室
で
五
千
円
程
度
が
相
場
で
す
。

　
場
所
は
、
町
内
だ
け
で
な
く
、
志
免
町
、

粕
屋
町
、
香
椎
な
ど
広
範
囲
に
わ
た
っ
て

お
り
、
帰
宅
も
午
後
９
時
以
降
が
一
般
的

で
す
か
ら
、
交
通
事
故
や
不
審
者
な
ど
、

安
全
対
策
に
は
家
族
ぐ
る
み
で
万
全
を
尽

く
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

学
校
の
先
生
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

　
学
習
塾
へ
行
っ
て
い
る
人
も
行
っ
て
い

な
い
人
も
、
ま
ず
は
学
校
で
の
授
業
に
集

中
す
る
こ
と
が
第
一
で
す
。
通
塾
生
の
中

に
は
、
学
校
と
塾
と
が
逆
転
し
て
い
る
人

が
い
ま
す
。
塾
か
ら
の
帰
宅
が
遅
い
た
め

に
睡
眠
時
間
が
短
く
、
そ
れ
を
カ
バ
ー
す

る
た
め
に
授
業
中
に
居
眠
り
を
す
る
よ
う

で
は
、
本
末
転
倒
で
す
。

　
ま
た
、「
す
で
に
塾
で
習
っ
て
い
る
か
ら
」

と
、
授
業
中
に
私
語
を
し
た
り
集
中
し
な

い
よ
う
で
は
、
十
分
な
学
力
の
向
上
は
期

待
で
き
ま
せ
ん
。

　
何
を
目
的
に
塾
に
行
く
の
か
、
し
っ
か

り
し
た
決
意
と
覚
悟
を
固
め
る
こ
と
が
大

切
で
し
ょ
う
。

Ｑ
　
学
習
塾
か
ら
帰
る
子
ど
も
た
ち
の
姿

　
　
を
見
て
い
て
、
気
に
な
る
こ
と
は
あ

　
　
り
ま
せ
ん
か
。

質
問
⑦
　
あ
な
た
は
、
少
年
野
球
な
ど
の

　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
い

　
　
　
　
ま
す
か
。

　
ア
　
入
っ
て
い
る

　
　
Ｑ
　
だ
れ
が
決
め
ま
し
た
か

　
　
　
Ａ
　
自
分

　
　
　
Ｂ
　
家
の
人

　
　
　
Ｃ
　
そ
の
他

　
　
Ｑ
　
月
謝
は
い
く
ら
で
す
か

　
イ
　
入
っ
て
い
な
い

　
ウ
　
入
り
た
い
と
思
う

　
　
　
コ
メ
ン
ト

　
小
学
生
は
、
三
年
生
が
３
人
に
１
人
、
四
、

五
、
六
年
生
は
半
数
以
上
が
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
に
入
っ
て
お
り
、
そ
の
８
割
以
上
が

自
分
で
決
め
て
い
ま
す
。
入
っ
て
い
な
い

三
年
生
の
４
人
に
１
人
は
「
入
り
た
い
」

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
中
学
生
は
、
一
年
生
10
％
、
二
年
生
14

％
、
三
年
生
15
％
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　
中
学
生
が
少
な
い
の
は
、
７
割
〜
８
割

の
生
徒
が
学
校
の
部
活
動
に
入
部
し
て
お

り
、
当
然
の
数
字
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ
の

加
入
種
目
は
、
多
い
順
に
、
野
球
、
武
道

（
剣
道
、
柔
道
、
拳
法
道
、
空
手
道
な
ど
）

水
泳
、
卓
球
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
ス
ポ
ー
ツ
に
励
む
こ
と
で
、
心
・
技

　
　
体
を
調
和
よ
く
鍛
え
る
こ
と
が
で
き

　
　
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

質問　④
中3年

中2年

中1年

小6年

小5年

小4年

小3年

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

ク

ケ

コ

無答

質問　⑤
中3年

中2年

中1年

小6年

小5年

小4年

小3年

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

ク

ケ

コ

無答

質問　⑥
中3年

中2年

中1年

小6年

小5年

小4年

小3年

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

ア

イ

ウ

無答

質問　⑦
中3年

中2年

中1年

小6年

小5年

小4年

小3年

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

ア

イ

ウ

無答

シリーズ 「なるほど共育」 第6回

大
事
な
の
は
リ
サ
イ
ク
ル

そ
れ
は
、
ゴ
ミ
じ
ゃ
な
い
！
　
資
源
物
②

　
資
源
の
有
効
利
用
お
よ
び
環
境
汚
染
防
止
の
た
め
、
廃
棄
物
を
原

料
と
し
て
、
再
生
し
利
用
す
る
こ
と
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
が
今
、
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
み
な
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
の
が
、

地
域
の
集
団
資
源
回
収
運
動
、
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
の
利
用
で
す
。

　
年
々
増
え
続
け
る
ゴ
ミ
に
対
し
、
ゴ

ミ
の
減
量
化
お
よ
び
資
源
の
有
効
利
用

を
図
る
た
め
、
各
種
団
体
（
行
政
区
、

組
合
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
ス
ポ

ー
ツ
団
体
な
ど
）
に
よ
る
、
集
団
資
源

回
収
運
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

い
つ
行
な
っ
て
い
る
の
？

　
各
種
団
体
に
よ
り
、
異
な
り
ま
す

が
、
事
前
に
回
覧
板
や
区
の
放
送
、

小
学
校
の
児
童
へ
の
チ
ラ
シ
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

活
動
状
況
は
？

　
こ
の
集
団
資
源
回
収
の
実
施
団
体

数
も
平
成
15
年
度
は
、
30
団
体
、

平
成
16
年
度
は
、
33
団
体
と
、
多

数
行
わ
れ
て
お
り
、（
新
聞
・
雑
誌
・

ダ
ン
ボ
ー
ル
・
古
着
）
に
限
っ
て
は
、

合
計
で
、
平
成
15
年
度
は
、
50
万

８
２
０
kg
、
平
成
16
年
度
は
、
55

万
３
１
２
３
kg
に
お
よ
ぶ
大
量
の

資
源
物
が
回
収
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ゴ
ミ
指
定
袋
で
ゴ

ミ
と
し
て
出
さ
れ
る
資
源
物
を
、
有

効
に
利
用
す
る
た
め
の
活
動
が
行
わ

れ
て
お
り
、
ゴ
ミ
と
し
て
、
ク
リ
ー

ン
パ
ー
ク
で
処
理
さ
れ
る
も
の
が
、

こ
れ
だ
け
減
っ
て
い
ま
す
。

　
実
施
団
体
の
み
な
さ
ま
に
は
、
今

後
も
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ど
ん
な
も
の
を
回
収
し
て
い
る
の
？

　
新
聞
、
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
古

着
を
回
収
し
ま
す
（
団
体
に
よ
り
異

な
り
ま
す
が
、
ア
ル
ミ
缶
、
一
升
瓶
、

ビ
ー
ル
瓶
、
ビ
ー
ル
ケ
ー
ス
な
ど
も

回
収
さ
れ
て
い
ま
す)

。

ど
こ
に
あ
る
の
？

　
役
場
と
各
小
学
校
に
設
置
し
て
い

ま
す
。

搬
入
で
き
る
も
の
は
？

　
新
聞
・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
古

着
で
す
。
役
場
の
み
ア
ル
ミ
缶
も
搬

入
で
き
ま
す
。

い
つ
搬
入
し
て
い
い
の
？

　
各
施
設
と
も
、
８
時
30
分
か
ら

17
時
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
役
場
は

年
末
の
閉
庁
日
か
ら
翌
年
の
開
庁
日

ま
で
、
各
小
学
校
は
12
月
25
日
か

ら
翌
年
の
始
業
式
ま
で
が
休
み
と
な

っ
て
い
ま
す
。

注
意
す
る
こ
と
は
？

●
各
小
学
校
は
、
児
童
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
搬
入
経
路
が
、
す
べ
て

裏
口
か
ら
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
は
、
各
施
設

が
休
み
に
な
る
た
め
、
搬
入
す
る
と

き
は
、
各
施
設
の
警
備
員
に
報
告
し

て
く
だ
さ
い
。

●
新
聞
・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
は
、

折
り
た
た
ん
で
、
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
な

ど
で
十
文
字
に
結
ん
で
く
だ
さ
い
。

古
着
や
ア
ル
ミ
缶
は
、
ば
ら
け
な
い

よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入
れ
搬

入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
搬
入
す
る
と
き
は
、
み
な
さ
ん
が

気
持
ち
よ
く
使
え
る
よ
う
に
、
ボ
ッ

ク
ス
の
奥
か
ら
整
頓
し
て
積
み
重
ね
、

投
げ
入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

●
搬
入
で
き
る
も
の
以
外
は
、
絶
対

に
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

89



小林正利さんが総務大臣表彰
　印藤光江さん 社会教育委員功労者表彰

若杉クラブが交通防犯で表彰状受賞
　須恵町老人クラブ(若杉クラブ・梶川保夫会長)
に、日ごろの防犯と交通安全活動に対して、
粕屋警察署から表彰状が授与されました。
 これは同警察署が、粕屋地区の住民に対し、
防犯および交通安全意識の高揚を図ることに
より、安全で安心して暮らせる粕屋地区にす
ることを目的に行なっているものです。
 同クラブでは、子どもたちの登下校時にあ
わせた｢安全見届け｣活動や、交通安全週間に
伴う｢子どもと高齢者の交通事故防止｣活動な
どを続けています。今回の表彰は、これらの
長年にわたる活動に対して贈られたものです。
 10月18日（火）に粕屋町のサンレイクかす
やで開催された、粕屋地区地域･交通安全大会
の席上で、同警察署長から表彰状が授与され
ました。

　長年の行政相談業務に関し、その功績があった
人に贈られる平成17年度行政相談委員総務大臣表
彰を、小林正利さん(上須恵区・76歳)が受賞され
ました。
 小林さんは、平成元年４月に総務庁長官(現総
務大臣)から、行政相談委員の委嘱を受けられま
した。以来、今日まで、国の仕事など行政に対す
る苦情を受け付けて、町民の相談相手として尽力
されています。
 行政相談委員は、総務大臣が委嘱します。業務
内容は、行政サービスに関する相談や苦情などを
受け付けて、関係機関への通知や助言などを行う
ものです。　なお、行政相談委員は、これらの活
動を無報酬で行なっています。
 この表彰式が、10月12日に東京都港区にある
虎ノ門パストラルで行われ、表彰状と記念品が授
与されました。
●行政相談のご案内
 毎日の生活の中で、国・県・市町村などの行政
に対する苦情や意見、要望はありませんか。
 ｢どこに相談したらいいのか分からない｣という

　城山区文化祭（小山田英生区長）が、11月３
日（木）に城山区公民館で開催されました。
 この文化祭は、城山区が創設されて以来32年
間毎年開催されています。また、回を重ねるご
とに作品も充実しています。
 会場の公民館には、区民のみなさんが丹精こ
めて作られた菊や盆栽、きれいにデザインされ
た手芸、書、写真、貼り絵などの作品が飾られ
ました。
 小山田区長は「このような文化祭を通じて、
区民相互の融和と親睦をより深めることができ
れば、文化祭の目的を果たすことができます」
と話されていました。また、来場者のひとりは「城
山だけじゃなく、他の地域の人たちにも宣伝し
たほうがよかっちゃないでしょうかね！」と話
されていました。

人は、行政相談委員にご相談ください(相談は、
随時自宅で受け付けています)。
 また、この行政相談と同時に、行政・人権・
心配ごとの合同相談も開催していますので、合
わせてご利用ください。
●日時　毎月第１木曜日　13：00～16：00
●場所　須恵町社会福祉協議会
●問合せ先
・行政相談員　小林正利　氏 ☎９３２-３７５９
・役場総務課  ☎９３２-１１５１

芸術の秋です！城山区文化祭

　民生委員・児童委員として功績が顕著であり、
他の模範と認められ、その委員に12年以上在職す
る人に贈られる福岡県知事からの感謝状を、因正
道さん(長礼区)、長沼俊彦さん(甲植木区)、石橋
昭一さん(川子二区)の３人が授与されました。
 ３人のみなさんは、平成４年12月に厚生労働大
臣から、民生委員・児童委員に委嘱されました。
 民生委員・児童委員の業務内容は、必要に応じ
て行政などの関係機関と連絡調整や、援助を必要
とする人が自立できるように相談や指導助言など
を行います。また、社会問題化している児童虐待
や不登校の問題などへの相談受け付けや指導も行
います。
 10月27日(木)に春日市クローバープラザで開
催された、平成17年福岡県福祉大会の席上で表彰
状が授与されました。

福祉功労者表彰

 
 

近
年
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少
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を
取
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。

 

こ
の
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少
年
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非
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防
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育
成
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日
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け
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｢
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こ
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。

　
活
動
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、
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や
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携
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査
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の
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。

　
粕
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青
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日

夜
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す
。

▼
粕
屋
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察
署
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　(

敬
称
略
・
順
不
同)

 

▽
平
野
一
幸
（
甲
植
木
）
　

　
▽
吉
松
学
（
須
恵
）

　
▽
合
屋
浩
寿
（
乙
植
木
）

　
▽
今
村
裕
（
山
の
神
）

　
▽
甲
木
俊
行
（
恵
西
）

　
▽
正
木
隆
（
旅
石
）

　
▽
古
島
善
治
（
乙
植
木
）

　
▽
貝
野
勝
是
（
甲
植
木
）

粕
屋
署
少
年
補
導
員
日
夜
活
動
中
！
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まちの話題

　印藤光江さん(旅石区・55歳)が、福岡県社会教育
委員功労者表彰を受賞されました。
 印藤さんは、平成４年４月に本町の社会教育委員
に就任され、以来、本年３月までの13年間、同委員
として本町が取り組む、生涯学習のまちづくりに精
励されました。その間、｢生涯学習基礎調査報告書｣
や｢生涯学習社会を実現するための推進構想について｣
を答申。｢生涯学習まちづくり推進の具体的方策に
ついて｣の建議を、本町の同委員として提言、実践
されました。
　平成７年からは、須恵町ボランティア派遣事業事
務局の開設に伴う事務局員に従事。同13年からは、
小学校を核としたまちづくりの、校区コミュニティ

主事として学校
と地域の連携と
融和に尽力され、
校区コミュニテ
ィの推進など、
本町の社会教育
委員として大い
に貢献されまし
た。
 ９月15日(木)
に福岡県立社会教育総合センターで行われた、
福岡県社会教育研究大会の席上で表彰状が授
与されました。
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自然豊かなコースを駆け抜けて

女性だけの交流会

　第３回若杉の森マラソン大会(須恵町体育協会主催)
が、10月30日 (日 )に須恵町運動公園若杉の森で行
われました。
 大会には、町内をはじめ町外からの参加もありま
した。競技は４部門に分けて行われ、参加者たちは
自然豊かなコースを駆け抜けていました。

●大会結果 (敬称略･○は順位･上位５位まで)
○小学校低学年
　(男子 )①田中 飛貴　②御手洗 龍磨　③天川 直紀
　 　　   ④百田 昌平　⑤森 星綾
　(女子 )①森 月乃
○小学校高学年
　(男子 ) ①河津 昇　　②半田 健太郎　③田中 星羽
　　　   ④岡部 和磨　⑤鶴 恵輔

　第21回レディースフェスタ（婦人代表者会・須恵町
教育委員会主催）が、11月６日（日）に須恵中学校体
育館で行われました。この大会は、町内の女性のみなさ
んの交流・親睦を目的として毎年行われているもので、
今年は、シャフルボードとキャッチング・ザ・スティッ
クの２種目の競技に、27チーム、約２７０人が参加し
ました。外は、あいにくの雨模様となりましたが、体育
館の中は歓声が湧きあがり、日ごろのストレスを発散す
るかのような、晴ればれとしたものになりました。

●大会結果（上位３チームのみ）
 　優　勝　　川子一Ｂ
 　準優勝　　旅石
 　３　位　　藤浦

　(女子 ) ①松元 悠佳　②石川 真美　　③森 結日
　　　   ④川添 彩佳　⑤川崎 明日香
○中学校
　(男子 ) ①片野 翔太　②片野 稜太　　③岡部 圭悟　
　　　　  ④村瀬 秀　　⑤桜木 貴元
○中学・高校・一般女子
　　　　 ①合屋 杏　　②山本 麻衣花　③三角 佑希
　　　　 ④中里 優　　⑤梅野 遥菜

(第３回若杉の森マラソン大会)

須恵アザレアFC　W優勝
　篠栗町長杯少年サッカーフェスティバル第５回カ
ブトの森カップ（篠栗町主催）が、10月８日 (土 )
から10日 (月 )に篠栗町総合運動公園で行われまし
た。
 この大会に、須恵アザレアＦＣ（有働幸生監督）
が出場して、Ｕ‐12（12歳以下）の部フレンドリー
カップと、Ｕ‐10（10歳以下）の部で見事優勝を
おさめました。
　Ｕ‐12キャプテンの河津昇くん(小６ )は、「最初
はバラバラだったチームが優勝できたのは、みんな
の自信になったと思います。これからも自信を持っ
て試合に臨みたいです。」と、Ｕ‐10キャプテンの
御手洗彪磨くん (小４ )は、「昨年の大会では、決勝
で敗れて悔しい思いをしたので、今年は優勝できる
よう一生懸命練習してきました。練習の成果が発揮
できて、とてもうれしいです」と話していました。

(レディースフェスタ)

古賀空手道師範
　　　三大会で好成績

　第12回福岡県実業団空手道大会(福岡県実業
団空手道連盟主催)が、９月18日(日)に福岡市
のももちパレスで行われました。
 この大会に、日本空手協会須恵道場の古賀慶
三さん(師範)が出場して、形競技(シニアの部)
で優勝、組手競技(シニアの部)で３位の好成績
をおさめました。
 また、古賀さんは、10月９日(日)に熊本県相
良村で行われた社団法人日本空手協会第８回九
州地区シニア空手道選手権大会でも、組手55歳
の部（55～59歳）で準優勝、形55歳の部(同)
で３位となりました。　
 この他、10月15日(土)に静岡県御殿場市で
行われた、社団法人日本空手協会第５回熟練者
全国空手道選手権大会では、福岡県代表選手と
して出場して団体戦で準優勝、個人戦男子55歳
形の部では５位となるなどの好成績をおさめま
した。

 古賀さんは ｢いずれの大会も指導者や師範たちが
参加する、レベルの高い大会でした。須恵道場の
師範として、道場生たちに生涯空手道の良き手本
を示すことができて良かったです｣ と話されてい
ました。
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大
会
は
、
全
国
各
地
か
ら
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で
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敬
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○
小
学
生
の
部

 

　
先
鋒
　
百
田
　
尚
生
（
小
５
）

 

　
次
鋒
　
小
林
　
大
輝
（
小
６
）

 

　
中
堅
　
伊
東
　
聖
弘
（
小
６
）

 

　
副
将
　
大
塚
　
章
雅
（
小
６
）

 

　
大
将
　
諸
石
　
浩
明
（
小
６
）

 

○
中
学
生
女
子
の
部

 

　
先
鋒
　
東
　
　
桃
子
（
中
２
）

 

　
中
堅
　
長
澤
　
恵
美
（
中
２
）

 

　
大
将
　
藤
野
　
志
保
（
中
３
）

 

○
中
学
生
男
子
の
部

 

　
先
鋒
　
安
河
内
伸
宜
（
中
２
）

 

　
次
鋒
　
石
田
　
琢
真
（
中
３
）

 

　
中
堅
　
畑
江
　
寛
木
（
中
２
）

 

　
副
将
　
伊
東
　
聖
竜
（
中
３
）

 

　
大
将
　
合
屋
　
龍
　
（
中
２
）

剣
友
会
　
２
大
会
で
大
活
躍
！
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士
剣
道
大
会

新
宮
新
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周
年
記
念
少
年
剣
道
大
会
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町
有
地
を
売
却
し
ま
す

分
譲
宅
地
概
要

分
譲
宅
地
概
要

分
譲
宅
地
概
要

①
分
譲
区
画
　
住
宅
用
宅
地
１
区
画

・
所
在
　
須
恵
町
大
字
上
須
恵
字
天
神
ノ
木
８
５
６-

５

・
地
目
　
宅
地

・
面
積
　
２
４
８
・
58
㎡(

約
75
坪)

・
処
分
予
定
額
　
１
２
０
５
万
６
０
０
０
円

②
施
設

・
上
水
道
　
町
営
上
水
道
引
込
済

・
電
気
　
　
既
存
九
州
電
力
電
柱
か
ら
の
引
込

・
ガ
ス
　
　
個
別
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

・
下
水
道
　
公
共
下
水
道
施
設
な
し
（
合
併
浄
化
槽
設
置

　
の
義
務
付
け
が
あ
り
ま
す
。）

③
土
地
利
用
規
制

・
都
市
計
画
区
域
内
　
非
線
引
都
市
計
画
区
域

・
用
途
地
域
　
第
二
種
低
層
住
居
専
用
地
域
　

・
制
限
の
概
要
　
建
ペ
イ
率
40
％
、
容
積
率
60
％

　
壁
面
後
退
　
１
・
０
ｍ
　
最
低
敷
地
面
積
　
２
０
０
㎡

　
高
さ
制
限
　
10
ｍ

④
対
象
公
共
施
設

・
小
学
校
　
町
立
須
恵
第
一
小
学
校

・
中
学
校
　
町
立
須
恵
中
学
校

・
行
政
区
　
上
須
恵
区
（
高
宮
組
合
）

▼
申
込
み
資
格

　
　
自
己
の
住
宅
を
建
築
す
る
た
め
に
、
土
地
を
必
要
と

　
す
る
個
人
を
対
象
と
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

　
役
場
財
政
課

　
☎
９
３
２
・
１
１
５
１

臨時職員の登録者募集臨時職員の登録者募集
　町では、一時的に事務量が増大し

たときなどに速やかに対応するため、

臨時職員登録制を実施しています。

　今回、平成１８年度の臨時職員の

登録者を募集します。職員の補充が

必要になったときは選考の上、この

登録者の中から採用します。

　対象者は、高校卒業程度の学力を

有する人で、勤務条件などは次のと

おりです。

　なお、すでに登録されている人でも、

平成１８年度に引き続き登録を希望

する人は、新たに登録が必要です。

須恵町臨時職員登録の主な内容

募集職種
一般事務
図書館事務
給食調理員

保健師
（要資格）

保育士
栄養士
幼稚園教諭

（各職種とも要資格）

賃金 5,600円／日 8,000円／日 6,500円／日

勤務時間 ８：３０～１７：１５（月１３日以内勤務）

受付日時 随時受付（土・日・祝日を除く）

登録資格 高校卒業程度の学力を有する人

有効期限
平成１９年３月３１日（登録されても登録者全員に雇用

があるとは限りませんので、ご了承ください)

提出書類 登録申請書および履歴書（役場総務課で配布のもの）

提出・問合せ先 役場総務課　☎９３２－１１５１

麻しん・風しんの予防接種の変更について麻しん・風しんの予防接種の変更について
  予防接種法の改正により、平成１８年４月１日から、

麻しん、風しんの予防接種が変わります。

現行（平成１８年３月３１日まで）

麻しん　１歳～７歳半　１回接種

風しん　１歳～７歳半　１回接種

※対象は１期を接種した人です。

麻しん風しん混合
ワクチン

（ＭＲワクチン）

１期　１歳～２歳の誕生日の
　　　前日まで

２期　小学校にあがる前の年度
（４月１日～３月３１日）

※１歳になったらすぐ接種しましょう。
※予防接種が済んでいない人や罹患していない
人は平成１８年３月３１日までに接種してくだ
さい。

※現行で、麻しん・風しんの予防接種が両方とも済んでい
る人や、どちらか片方でも済んでいる人、又は、どちらか
片方でも罹患した人は対象になりません。

●問合せ先　役場保健環境課　健康係　☎ ９３２-１１５１

改正後（平成１８年４月１日以降）

平成17年度地方税制改正のお知らせ平成17年度地方税制改正のお知らせ
　地方税法が改正されました。主な改正点は次の

とおりです。

●個人住民税の定率減税の見直し

　　平成１８年度分以後の住民税所得割の定率減

　税の額が段階的に引き下げられます。

●個人住民税の非課税措置の見直し

　　平成１８年度以降の住民税について、年齢６

　５歳以上の人のうち前年中の合計所得金額が１

　２５万円以下の人に対する個人住民税の非課税

　措置が廃止されます。

●個人住民税の年金課税の見直し

　　公的年金収入のうち、年齢６５歳以上の人公

　的年金の控除額が見直され、１２０万円になり

　ます。（平成１７年１月１日以降の所得に対して

　適用され、平成１８年度以降の課税額に反映さ

　れます）

●老年者控除の廃止

　　年齢６５歳以上で、かつ前年の合計所得が１ ,

　０００万円以下の人に適用される老年者控除４

　８万円（所得税５０万円）が廃止されます。

※　老年者控除が廃止されたことにより、老年者

　控除と重複して受けることができなかった寡婦・

　寡夫控除を受けることができるようになりました。

●個人住民税の均等割の見直し

　　平成１６年度までは、同一町内に均等割の納

　税義務を負う夫がいる場合には妻の均等割は免

　除されていましたが、平成１７年度以降段階的

　に廃止され、所得金額が一定金額を超える人に

　均等割が課税されます。

※　一定の金額とは、所得で３１５,０００円（給

　与収入で９６５,０００円）です。

●問合せ先　役場税務課

　☎９３２－１１５１

所得割額から１５％相当額、上

限４万円を控除（所得税２５万円）

定率減税の内容

年　　　度 生計同一の妻の均等割額

２,０００円平成１７年度

４,０００円平成１８年度以降

現　　行

平成１８年度
所得割額から７ . ５％相当額、
上限２万円を控除（所得税１２.
５万円）
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廣末 勝己 近作展廣末 勝己 近作展

１ ２ 月 の 企 画 展

　新春の久我記念美術館は、８日から２９日ま
で現代美術作家、「廣末　勝己　近作展」を開
催します。

　廣末さんは１９４１年、神奈川県生まれ。１９６４

年に多摩美術大学美術学部図案学科を卒業された、現

代美術作家です。現在は、九州産業大学の芸術学部で

教鞭を執られています。

　作品は、ドローイングと半立体作品。今回は、同氏

がこの２～３年の間に制作された新作を発表されるも

ので、数は１０号から１００号までの約４５点。これ

までの展覧会での受賞歴は、「１９７９年・第１回北

九州絵画ビエンナーレ展グランプリ賞受賞」、「１９

９４年・第２４回現代日本美術展下関市美術館賞受賞」

など。アトリエは福岡市東区下原２－２３－９。国画

会絵画部会員。

　作品についてのメッセージがよせられましたので紹

介します。

・と　き　　１２月２５日(日)１６：００～

・奏　者　　庄司　絵美[フルート]

　　　　　　香月　圭子[アイリッシュハープ]

・演奏曲　　アメージンググレース・冬など

・入場料　　大人　１，０００円

　　　　　　(中学生以下５００円)　

・問合せ先　クリスマスコンサート実行委員会

　　　　　　(久我記念美術館内)

　　　　　　☎９３２－４９８７

メッセージ

堀澤　大吉展
“月はうさぎの夢を見る”

１２月１０日（土）～２５日（日）（月曜休館・入場無料）

アイリッシュハープ＆フルートアイリッシュハープ＆フルート

森の中のクリスマスコンサート森の中のクリスマスコンサート森の中のクリスマスコンサート森の中のクリスマスコンサート
　人は普通目をつぶると、身体

の内側にも「光のようなもの」

を感じることができる。私の一

連のドローイングワークは、一

種の「光の体感」を得て、即興

的に表現に移行するときのもの

である。

　始める前の心身のセッティングに左右される要

素があり、常に同等のレベルの表現力を発揮でき

る安定感はないが、少しずつ高い確率に成ってい

るのも事実である。

・
第
一
保
育
所
（
定
員
75
人
）

　
本
園
（
０
歳
児
〜
３
歳
児
）

　
須
恵
町
大
字
旅
石
84
‐
４

　
☎
９
３
５
・
０
５
０
４

　
分
園
（
４
・
５
歳
児
）

　
須
恵
町
大
字
旅
石
72
‐
３
５
３

　
☎
９
３
５
・
６
０
３
４

・
第
二
保
育
所
（
定
員
90
人
）

　
須
恵
町
大
字
上
須
恵
１
３
１
２

　
☎
９
３
２
・
０
０
０
５

・
か
や
の
保
育
所
（
定
員
90
人
）

　
須
恵
町
大
字
須
恵
１
３
２
‐
２

　
☎
９
３
２
・
４
８
３
６

・
須
恵
め
ぐ
み
保
育
園

（
定
員
１
２
０
人
）

　
須
恵
町
大
字
須
恵
９
７
５
‐
１

　
☎
９
３
６
・
２
２
２
２

▼
入
所
基
準
　
次
の
、
１
（
保
育

の
実
施
基
準
）
お
よ
び
２
の
条

件
を
満
た
す
場
合
に
、
入
所
申

保
育
所
ご
案
内

保
育
所
ご
案
内

　
来
年
４
月
か
ら
の
、
保
育
所
入

所
希
望
者
の
申
し
込
み
を
、
次
の

と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

▼
対
象
児
　
０
歳
児
（
町
立
10
か

月
過
、
私
立
３
か
月
過
）
か
ら

５
歳
児
（
就
学
前
）
で
、
前
記

入
所
基
準
の
い
ず
れ
か
の
事
情

に
あ
る
場
合
。

▼
申
込
書
配
布
期
間
　
平
成
18
年

１
月
６
日
（
金
）
〜
13
日
（
金
）

▼
受
付
期
間
　
平
成
18
年
１
月

23
日
（
月
）
〜
27
日
（
金
）

▼
受
付
場
所
　
役
場
子
育
て
支
援

室
お
よ
び
各
保
育
所

▼
問
合
せ
先

　
役
場
子
育
て
支
援
室

　
☎
９
３
２
・
１
１
５
１

　
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

１
　
児
童
の
保
護
者
の
い
ず
れ
も

が
、
次
の
い
ず
れ
か
の
事
情
に

該
当
す
る
た
め
、
そ
の
児
童
の

保
育
が
で
き
な
い
場
合
（
同
居

の
親
族
そ
の
他
の
人
が
、
そ
の

児
童
を
保
育
す
る
こ
と
が
で
き

る
場
合
は
除
き
ま
す
）。

①
昼
間
に
居
宅
外
で
、
労
働
す
る

こ
と
を
常
態
と
し
て
い
る
こ
と
。

②
昼
間
に
居
宅
内
で
、
当
該
児
童

と
離
れ
て
日
常
の
家
事
以
外
の

労
働
を
す
る
こ
と
を
常
態
と
し

て
い
る
こ
と
。

③
妊
娠
中
で
あ
る
か
、
ま
た
は
出

産
後
間
も
な
い
こ
と
（
母
親
の

出
産
の
理
由
に
よ
る
場
合
は
、

出
産
月
と
そ
の
前
後
２
か
月
の

約
５
か
月
の
保
育
実
施
期
間
と

な
り
ま
す
）。

④
疾
病
、
負
傷
、
ま
た
は
精
神
も

し
く
は
身
体
に
障
害
を
有
し
て

い
る
こ
と
。

⑤
長
期
に
わ
た
り
疾
病
、
ま
た
は

精
神
も
し
く
は
身
体
に
障
害
を

有
す
る
状
態
に
あ
る
同
居
の
親

族
を
常
時
介
護
し
て
い
る
こ
と
。

⑥
震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
他

の
災
害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い

る
こ
と
。

⑦
そ
の
他
、
町
長
が
認
め
る
前
記

の
事
情
に
類
す
る
状
態
に
あ
る

こ
と
。

２
　
児
童
お
よ
び
保
護
者
が
、
須

恵
町
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
。

▼
保
育
時
間
　
保
育
時
間
は
、
７

時
30
分
（
須
恵
め
ぐ
み
保
育
園

は
７
時
）
か
ら
18
時
ま
で
で
す
。

　
な
お
、
延
長
保
育
が
必
要
と

認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
19
時
ま

で
保
育
を
行
い
ま
す
（
こ
の
場

合
、
別
途
延
長
料
金
が
必
要
で

す
）。

　
　
新
入
園
児
に
つ
い
て
は
、
精

神
的
負
担
を
少
な
く
す
る
た
め

に
入
園
か
ら
１
週
間
程
度
は
、

短
時
間
保
育
と
し
て
い
ま
す
。

　
次
の
日
程
で
保
育
所
見
学
会
を

開
催
し
ま
す
。
園
児
の
生
活
状
況

を
見
学
し
て
い
た
だ
い
て
、
保
育

所
入
所
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で

す
。

　
各
保
育
所
で
行
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
電

話
な
ど
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。

▼
第
一
保
育
所
（
須
恵
高
校
前
）

・
日
時
　
１
月
19
日
（
木
）

　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

・
内
容
　
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う
！

▼
第
二
保
育
所
（
新
原
工
業
団
地
入
口
）

・
日
時
　
１
月
17
日
（
火
）

　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

・
内
容
　
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う
！

▼
か
や
の
保
育
所(

一
番
田
バ
ス
停
前)

・
日
時
　
１
月
18
日
（
水
）

　
９
時
〜
11
時
30
分

・
内
容
　
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う
！

▼
須
恵
め
ぐ
み
保
育
園
（
須
恵
中

　
央
駅
近
く
）

・
日
時
　
１
月
13
日
（
金
）

　
10
時
〜
12
時

・
内
容
　
め
ぐ
み
っ
子
と
お
友
達

　
に
な
ろ
う
！

( )
１月企画展 ８日(日)～29日(日)
月曜休館・祝日の場合は翌日休館・入館無料
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町
立
（
３
か
所
）

園 

児 

募 

集

保
育
所
に
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か

私
立
（
１
か
所
）



　
西
洋
人
は
ツ
バ
キ
の
こ
と
を
、
東
洋

の
バ
ラ
と
表
現
し
ま
す
。
筆
者
が
そ
の

立
場
で
あ
っ
た
ら
、
な
る
ほ
ど
と
思
う

と
と
も
に
、
む
し
ろ
冬
の
街
角
に
多
く

見
か
け
る
ピ
ン
ク
や
白
の

サ
ザ
ン
カ
に
こ
そ
ウ
イ
ン
タ
ー

ロ
ー
ズ
の
名
前
を
与
え
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
に
は
見
慣
れ
た

サ
ザ
ン
カ
は
、
日
本
で
は

ク
リ
ス
マ
ス
の
季
節
に
多

く
見
か
け
る
シ
ク
ラ
メ
ン

と
同
じ
よ
う
に
、
外
国
人

に
と
っ
て
は
目
立
つ
花
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
サ
ザ
ン
カ
は
、
町
内
で

も
多
く
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
な
か
で
も
上
須

恵
の
造
り
酒
屋
さ
ん
の
白
壁
の
内
に
あ

る
「
白
い
山
茶
花
」
が
見
事
で
す
　
。

何
気
な
く
通
る
上
須
恵
の
村
中
の
曲
が

り
く
ね
っ
た
道
に
、
見
事
な
白
い
花
を

付
け
ま
す
。
元
々
白
色
は
清
楚
で
静
か

な
感
じ
が
し
ま
す
。
そ
の
中
で
咲
く
白

い
サ
ザ
ン
カ
は
、
寂
し
さ
を
た
た
え
て

い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
何
年
ぐ
ら
い
経
た
木
な
の
か
見
当
は

つ
き
ま
せ
ん
が
、
古
い
お
宅
の
木
で
す

し
、
樹
高
も
七
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
は
あ

り
そ
う
で
す
の
で
、
か
な
り
古
い
木
の

よ
う
で
す
。
こ
の
木
の
す
ぐ
隣
は
、
眼

療
名
医
田
原
養
全
の
宅
跡
で
す
。
眼
の

治
療
に
来
た
人
々
が
眼
の
治
療
を
終
え
、

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
こ
の
花
を
見
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
一
年
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
で
す
が
、

町
内
の
花
を
調
べ
る
時
に
、
地
球
温
暖

化
で
花
の
開
花
時
期
が
早
ま
っ
て
い
る

印
象
を
受
け
ま
し
た
。
来
年
は
木
本
の

薬
用
植
物
や
有
用
植
物
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
　
　
　
　
◆

　
珍
し
い
木
・
想
い
出
の
木
・
不
思
議

な
木
・
植
物
好
き
・
花
好
き
な
ど
木
に

ま
つ
わ
る
お
も
し
ろ
い
話
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

▼
連
絡
先
　
歴
史
民
俗
資
料
館

　
☎
９
３
２
・
６
３
１
２

　
佐
谷
に
あ
る
建
正
寺
は
、
伝
教

大
師(

最
澄)

が
開
基
し
た
と
縁
起

に
伝
え
ら
れ
て
い
る
寺
院
で
す
。

毎
年
四
月
の
第
一
日
曜
日
に
は
、

十
一
面
観
音
の
御
開
帳
が
あ
り
、

地
元
は
も
と
よ
り
県
内
各
地
か
ら

多
く
の
参
拝
客
が
訪
れ
ま
す
。

　
観
音
堂
、
大
日
堂
、
少
し
離
れ

た
と
こ
ろ
に
伝
教
大
師
堂
と
独
鈷

水(

影
見
の
井)

が
あ
り
ま
す
。
地

名
と
し
て
百
堂
、
仁
王
堂
と
い
う

地
名
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
建
正
寺
に
関
す
る
資
料
は
数
多

く
残
さ
れ
て
お
り
、
県
指
定
文
化

財
に
２
点
、
町
指
定
文
化
財
に
９

点
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

【
県
指
定
文
化
財
】

①
木
造
十
一
面
観
音
立
像(

平
安

時
代
後
期)

②
正
中
二
年
銘
凡
字
板
碑(

一
三

二
五
年)

【
町
指
定
文
化
財
】

①
木
造
大
日
如
来
坐
像

②
木
造
十
一
面
観
音
像

③
木
造
菩
薩
形 

頭
部

④
木
造
天
部
形
立
像 

体
部
前
面

残
穴
　

⑤
木
造
天
部
形 

面
部
残
穴(

２
点)

⑥
木
造
伝
教
大
師
坐
像

⑦
旧
観
音
堂
所
在 

仏
像
残
穴

⑧
佐
谷
神
社(

旧
熊
野
神
社)

鰐
口

⑨
建
正
寺
関
係(

観
音
堂
・
大
日
堂
・

伝
教
大
師
堂)

鰐
口

　
こ
れ
ら
の
資
料
に
つ
い
て
は
次

回
以
降
お
話
し
ま
す
。
　
　 (

啓)

考
古
学

考
古
学

楽楽しし
いい

9

【
十
月
】

年
賦
払
い
方

　
御
当
用
米
拝
借
の
年
賦
は
、
今
月
中

に
払
い
方
の
こ
と
。
た
だ
し
、
大
庄
屋

か
ら
触
れ
達
し
て
、
年
番
村
に
払
う
こ

と
。
一
斗
以
上
は
縄
・
俵
も
添
え
て
払

う
こ
と
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
御
当
用
方
」
役
所
か
ら
村
人
が
米
の

貸
し
付
け
を
受
け
て
い
る
場
合
の
返
済

方
法
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。
貸

し
付
け
を
受
け
る
の
は
生
活
に
困
窮
し

た
か
ら
で
し
ょ
う
。
返
済
は
年
賦
で
す

か
ら
、
年
に
一
回
十
月
中
に
そ
の
年
の

返
済
分
を
返
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
当
番
の
村
が
決
め
ら
れ
て
い
て
そ

こ
に
持
参
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
縄
・

俵
を
添
え
る
の
は
、
当
番
の
村
で
集
ま
っ

た
米
を
い
っ
た
ん
プ
ー
ル
し
、
俵
詰
め

ま
で
行
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

殞
牛
馬
の
調
査

　
落
ち
牛
馬
あ
る
い
は
、
倒
れ
牛
馬
（
斃

牛
馬
・
死
牛
馬
）
な
ど
と
も
言
い
ま
す
。

要
す
る
に
村
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
牛
馬

が
死
ん
だ
場
合
の
調
査
で
す
。

　
農
村
で
は
運
搬
用
、
耕
作
用
に
牛
馬

が
飼
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
で
言
え
ば
、

農
家
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
耕
耘
機
の
よ
う

な
役
割
を
牛
馬
が
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
は
ど
こ
の
藩
で
も
、
牛
馬

が
死
ぬ
と
、
飼
い
主
の
所
有
権
が
な
く

な
る
と
い
う
原
則
が
あ
り
ま
し
た
。
つ

ま
り
、
死
体
を
勝
手
に
埋
葬
し
た
り
す

る
こ
と
な
ど
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
藩
に
届
け
出
る
と
、
回
収
さ
れ
、
解

体
し
て
、
皮
革
や
、
膠
、
骨
粉
な
ど
、

社
会
的
に
有
用
な
製
品
に
生
ま
れ
変
わ

る
と
い
う
仕
組
み
が
あ
っ
た
の
で
す
。

な
め
し
革
は
太
鼓
だ
け
で
な
く
、
履
き

物
（
雪
駄
）、
防
寒
・
防
水
の
羽
織
・
袴

な
ど
に
も
利
用
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
飼
っ
て
い
た
牛
馬
が
死
ん
だ
と
い
う

届
け
出
は
、
間
を
置
か
ず
に
す
ぐ
に
行

わ
れ
た
は
ず
で
す
。
と
い
う
の
は
、
次

の
新
し
い
牛
馬
を
買
い
入
れ
ね
ば
な
ら

な
い
か
ら
で
す
。
こ
の
調
査
は
、
前
年

の
十
月
一
日
か
ら
今
年
の
九
月
三
十
日

ま
で
、
一
年
間
の
牛
馬
の
死
亡
数
を
庄

屋
か
ら
大
庄
屋
へ
報
告
す
る
よ
う
求
め

た
も
の
で
す
。

畠
方
上
納

　
上
納
は
、
厳
密
に
は
年
貢
と
は
別
に

「
諸
上
納
」
と
い
う
税
負
担
の
分
類
が
あ
っ

た
の
で
す
が
、
こ
こ
で
は
畠
方
の
年
貢

を
上
納
す
る
と
い
う
意
味
に
受
け
取
っ

て
お
き
ま
す
。

　
田
の
年
貢
は
米
で
、
畠
（
宅
地
を
含

む
）
の
年
貢
は
大
豆
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

そ
の
大
豆
の
上
納
に
つ
い
て
、
現
大
豆

（
大
豆
の
現
物
）
で
納
め
る
の
か
、
代
米

（
大
豆
で
な
く
米
で
代
用
）
ま
た
は
代
銀

（
大
豆
の
量
に
相
当
す
る
銀
に
換
算
）
に

よ
っ
て
納
め
る
の
か
を
十
月
中
に
届
け

出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
当
然
で
す
が
、
畠
に
大
豆
を
植
え
て

い
な
い
場
合
、
大
豆
で
納
め
る
わ
け
に

は
い
か
ず
、
農
民
に
と
っ
て
代
米
・
代

銀
の
方
が
都
合
の
い
い
選
択
に
な
り
ま

す
。
と
同
時
に
、
代
米
が
可
能
な
の
は
、

田
の
年
貢
米
を
納
め
た
後
に
も
、
農
民

の
手
元
に
は
か
な
り
の
米
が
残
っ
て
い

た
と
い
う
現
実
を
指
し
示
し
て
も
い
ま

す
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
れ
は
許
可
制
で
、

許
可
が
下
り
れ
ば
、
大
庄
屋
か
ら
通
帳

が
支
給
さ
れ
、
福
岡
城
下
簀
子
町
に
あ
っ

た
永
蔵
へ
納
め
に
行
き
ま
し
た
。

運
上
銀

　
運
上
と
は
商
売
に
か
か
る
税
負
担
で

す
。
庄
屋
は
、
諸
商
売
運
上
銀
（
職
種

に
よ
っ
て
額
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
）
と

山
方
仕
組
払
い
の
竹
木
代
を
関
係
の
農

民
か
ら
取
り
立
て
、
判
屋
に
納
め
て
預

か
り
手
形
を
受
け
取
り
、
十
日
ま
で
に

大
庄
屋
に
差
し
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　
竹
木
代
と
は
、
山
方
か
ら
山
林
の
竹

木
の
払
い
下
げ
を
受
け
た
場
合
の
代
金

で
す
。
こ
れ
は
実
際
に
は
、
山
に
入
っ

て
竹
木
を
切
る
た
め
の
鑑
札
料
を
意
味

し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
運
上
銀
も

同
じ
で
、
売
上
か
ら
税
を
納
め
る
の
で

は
な
く
、
商
売
を
営
む
た
め
の
鑑
札
を

得
る
た
め
に
お
金
を
納
め
た
の
で
す
。

　
判
屋
は
銀
行
業
務
の
一
種
で
、
今
で

言
え
ば
収
入
印
紙
を
発
行
し
て
い
る
よ

う
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。
村
か
ら
納
め

る
運
上
銀
は
藩
の
指
定
す
る
判
屋
に
納

め
、
そ
こ
か
ら
収
入
済
み
の
紙
片
を
も

ら
う
の
で
し
ょ
う
。
貨
幣
の
量
目
を
保

証
す
る
の
が
本
来
の
役
割
で
、
そ
の
保

証
の
た
め
に
「
判
」
を
押
し
た
こ
と
か

ら
判
屋
と
呼
ば
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

【
十
一
月
】

妊
婦
の
調
査

　
年
に
４
回
行
わ
れ
る
調
査
の
内
、
来

年
春
に
臨
月
を
迎
え
る
女
性
の
調
査
で

す
。
五
日
ま
で
に
養
育
方
へ
差
し
出
し

ま
す
。
養
育
方
は
正
確
に
は
産
子
養
育

方
。
大
庄
屋
を
補
佐
す
る
役
人
で
、
お

そ
ら
く
配
下
の
庄
屋
の
中
か
ら
兼
任
し

て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
間
引
き
や
捨

て
子
を
防
止
す
る
た
め
に
置
か
れ
た
役

人
で
、
子
ど
も
の
養
育
に
不
安
が
あ
る

場
合
は
お
米
を
貸
し
付
け
た
り
し
ま
し
た
。

上
納
銀

　
十
一
月
は
諸
上
納
銀
の
納
付
期
限
で

す
。
た
だ
、
御
切
手
納
が
認
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
が
運
上
銀
の
場
合
と

同
様
、
判
屋
に
納
め
て
そ
の
領
収
書
（
切

手
）
を
も
ら
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
。
判
屋
で
納
付
す
る
場
合

は
現
物
の
銀
を
用
意
す
る
必
要
も
な
い

し
（
銭
や
米
に
換
算
す
る
と
し
て
）、
そ

れ
を
動
か
す
必
要
も
な
い
と
い
う
点
で
、

農
民
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

と
思
わ
れ
ま
す
。

★
石
瀧
さ
ん
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
須
恵
町
広
報
紙
へ
の
連
載
は
、『
広

報
す
え
』
一
五
九
号
（
一
九
八
〇
年
七

月
）
〜
一
九
〇
号
（
一
九
八
三
年
三
月
）

に
「
町
史
の
ひ
と
こ
ま
」
と
題
し
て
三

二
回
、
一
九
四
号
（
一
九
八
三
年
七
月
）

〜
一
九
七
号
（
同
年
十
月
）
に
「
史
料

あ
れ
こ
れ
」「
地
名
の
話
」
と
題
し
て

三
回
、『
広
報
す
え
ま
ち
』
三
五
五
号
（
一

九
九
七
年
二
月
）
か
ら
現
在
ま
で
「
ま

ち
の
史
跡
め
ぐ
り
」
と
題
し
て
一
〇
五

回
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
毎
月
一
回
を
積
み
重
ね
て
、
断
続
的

に
合
計
一
四
〇
回
（
十
一
年
八
ヵ
月
）

に
及
ん
だ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
そ
れ
ら
の
一
覧
が
で
き
な
い
不
便
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
過
去
の
掲
載
分
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
イ
ト
上
で
自
由

に
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。（
順
次
登
録
中
。
登
録
分
は
　『
広

報
す
え
ま
ち
』
連
載
の
フ
ァ
イ
ル
で
検

索
可
能
で
す
。
U
R
L
は

http://m
onokatari.jp/isitaki/

　

か
ら
リ
ン
ク
を
た
ど
っ
て
下
さ
い
。）

お
ち

へ
い

に
か
わ

せ
っ
た

か
よ
い
ち
ょ
う

な
が
く
ら

う
ぶ
こ

サ
ザ
ン
カ　

サ
ザ
ン
カ　

(

十
二
月
の
木
の
花

十
二
月
の
木
の
花)

二
十
一
世
紀
の
森
づ
く
り
シ
リ
ー
ズ　

96

二
十
一
世
紀
の
森
づ
く
り
シ
リ
ー
ズ　

96

森
林
木
の
譚

森
林
木
の
譚

も
り　
　
　

の　
　
　

き　
　
　
　
　

   

は
な
し

も
り　
　
　

の　
　
　

き　
　
　
　
　

   

は
な
し

花
開
く
仏
教
文
化
（
平
安
時
代
）

105
町文化財専門委員　石瀧　豊美

江戸時代へようこそ（16）

＝ 村の一年（続き） ＝
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夢
　
現
　
代

夢
　
現
　
代

夢
　
現
　
代

須
恵
句
会

須
恵
句
会

須
恵
句
会

鶴

内

　

恵

長
田
ハ
ツ
エ

印
藤
ヨ
シ
子

平
野
　
か
よ 

御
手
洗
ヨ
シ
子

小
田
　
正
枝

渡
辺
　
次
郎

松
薗
ハ
ル
エ

房

　

　

子

可

　

　

笑

茂

　

　

代

あ

き

の

り

遊
　
　
　
　
歩

○
穴
ま
ど
ひ
居
る
や
も
知
れ
ず
雁
木
坂

○
秋
深
し
「
夢
の
森
」
と
や
美
術
館

○
手
に
取
り
て
秋
の
野
草
に
語
り
か
け

○
陽
の
中
の
野
菊
い
と
し
さ
句
に
残
す

○
文
化
財
須
恵
の
誇
り
の
宝
の
秋

○
秋
の
蚊
の
煙
の
如
く
頬
を
過
ぐ

○
美
術
館
尖
塔
高
く
秋
う
ら
ら

　
※
11
月
号
で
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

　
　
鶺
鴒
の
飛
び
立
つ
姿
凛
と
し
て
　
　
　
　
　

○
味
覚
音
痴
日
本
の
秋
が
癪
の
種

○
味
覚
待
つ
ボ
ジ
ョ
レ
ヌ
ー
ボ
ー
解
禁
日

○
ホ
ー
ク
ス
が
優
勝
で
き
ぬ
プ
レ
イ
オ
フ

○
一
つ
す
れ
ば
一
つ
忘
れ
る
情
け
な
さ

○
は
が
ゆ
か
し
丸
み
を
お
び
て
こ
ぬ
自
分

川　

柳　

　（
味
覚
・
は
が
ゆ
い
）

俳　

句　

（
久
我
記
念
美
術
館
吟
行
）

自衛隊生徒
●募集種目　自衛隊生徒（１５ 

　歳以上１７歳未満の男子）

●修業年　４年（当初、約２～

　３年間は一般の高校と同じ学

　科と各種技術の基礎を学び、

　その後専門的な技術を学びます。

　生徒教育３年間終了時には、

　高等学校卒業資格「通信制」

　を取得できます。また、４年

　教育終了時３等陸・海・空曹

　に昇任します。）

●給与　初任給１５２，３００

　円（１７年４月１日現在）

●賞与　年２回（６月・１２月）

　年間４．４か月分

●受付期限　平成１８年１月

　１０日（火）

●１次試験日　平成１８年１月

　１４日（土）

●問合せ先

　福岡募集事務所（担当：米田）

　☎６０７－４８２６

放送大学学生
　自宅で学べる放送大学。放送

大学は、衛星放送（ＣＳ）で授

業を行う国がつくった大学です。

１８年度第１学期学生を募集し

ます。

教養学部

・「学士（教養）」の学位が取

　得できます（全科履修生）。

・１５歳以上であれば、だれで

　も無試験で入学でき、人文、

　社会、自然、産業などの幅広

　い分野の科目（約３００科目）

　から学べます。

大学院　

・１８歳以上であれば、だれで

　も入学できます（修士科目生・

　修士選科生）

●募集期間　１２月１５日（木）

　～平成１８年２月２８日（火）

　※体験入学を随時受け付けて

　います。

●問合せ先　

　放送大学福岡学習センター

　☎０１２０－８６４－６００

カナダフレンドシップ
大　使

　カナダ友好協会は１９４７年

から、カナダと日本の友好のた

めに活動を行い、交流による国

際理解の増進と人づくりを目指

しています。ホームステイ先は、

厳選された家庭で英語が不十分

でも、心あたたまる交流ができ

ます。

●研修場所　バンクーバ市、リッ

　チモンド市

●研修内容　英語研修、社会見

　学（市内学校・福祉施設・国

　立自然保護区など）、スキー

　学校

●日程　平成１８年３月２６日

　（日）～４月４日（火）

●対象者　一般、教員、大学生、

　高校、中学校、小学校５年生

　以上

●参加費　２４７，０００円

●募集締切り　先着順受付け

●問合せ先　

　カナダ友好協会福岡事務局

　☎９３４－３５５３

職業訓練講座
　職業訓練法人福岡地区職業訓

練協会では、職業能力開発促進

法に基づく各種職業訓練を行なっ

ています。

●パソコン「簡単なデジカメ活

　用」講座

　自分のデジカメを利用して、

撮影のコツや画像加工などを学

べる講座

○対象　パソコンのマウス操作

　ができる人

○講習期間　平成１８年１月

　２６日（木）～３１日（火）

○定員　１８人

○持参品　デジタルカメラ

○申込み受付け　１２月１６日

　（金）９時～（先着順）

○受講料　１２，０００円

●社会保険労務士講座

　社会保険労務士における資格

取得に向けての受験対策講習会

○対象　受講はだれでも可能。

　ただし、受験の際に資格基準

　有り。

○講習期間　平成１８年２月７

　日（火）～７月３０日（日）

○定員　３２人

○申込み受付け　１２月１９日

　（月）９時～（先着順）

○受講料　９６，０００円

●ガス溶接技能講習

　労働安全衛生法に基づく講習

会

○講習期間　平成１８年２月５

　日（日）・１２日（日）

○定員　５０人

○申込み受付け　１２月２０日

　（火）９時～（先着順）

○受講料　７，０００円

●問合せ先　

　福岡地区職業訓練協会

　☎６７１－６８３１

筑豊運転免許試験場
技能試験一部休止
　筑豊自動車運転免許試験場では、

技能試験コースなどの一部改修

を行います。これに伴い、工事

期間中は技能試験などが一部休

止することとなりました。

●場所　筑豊自動車運転免許試

　験場（嘉穂郡庄内町大字仁保

　字立石２３－２１）

●休止する技能試験など

・普通車および自動二輪車にか

　かる技能試験

・普通車および自動二輪車に係

　る外国免許から日本免許への

　切り替え時の技能確認

・自動車安全運転実技講習

※大型車およびけん引車に係る

　技能試験ならびに更新、再交付、

　記載事項変更、学科試験、期

　限切れなどは、現行どおり行

　います。

●休止期間　１２月１日（木）

　～平成１８年３月３１日（金）

●問合せ先

　福岡県警察本部運転免許試験

　課

　☎５６５－９４９３

　

小型船舶操縦免許証
更新・失効講習

　（財）関門海技協会福岡海技

免許センターでは、平成１８年

１月から６月までの小型船舶操

縦免許証更新・失効講習を、次

の日程で行います。

●更新講習・失効講習

　１月　12日(木)、21日(土)、26日(木)

　２月　 4日(土)、  9日(木)、

　　　　18日(土)、23日(木)

　３月　 4日(土)、16日(木)、

　　　　25日(土)、30日(木)

　４月　 8日(土)、13日(木)、

　　　　22日(土)、27日(木)

　５月　11日(木)、20日(土)、25日(木)

　６月　3日(土)、15日(木)、

　　　　24日(土)、29日(木)

●問合せ先

　福岡海技免許センター

　☎４５２－１４１６

▽
▽

▽
▽

▽
▽

費用徴収のポイント

費用徴収の適用となる事業主等

労災保険の加入手続について
行政機関から指導等を受けた
にもかかわらず、手続きを行
わない期間中に業務災害や通
勤災害が発生した場合

労災保険の加入手続きについ
て行政機関から指導等を受け
てはいないものの、労災保険
の適用事業となったときから
1年を経過して、なお手続を
行わない期間中に業務災害や
通勤災害が発生した場合

事業主が「重大な過失」
により手続を行わないものと
認定し、当該災害に関して支
給された保険給付額の40％
を徴収

事業主が「故意」に手続き
を行わないものと認定し、当
該災害に関して支給された保
険給付額の100％を徴収

労災事故が発生した場合は、さ

かのぼって保険料を徴収する他に、

労災保険から給付を受けた金額

の１００％または４０％を、事

業主から徴収することになります。

●問合せ先

　厚生労働省福岡労働局労災補償課

　☎４１１－４７９９

　労働者を１人でも雇っている

事業主は、労災保険の加入手続

きを行わなければいけません。

　本年11月1日から、労災保険

未加入の事業主に対する費用徴

収制度が強化されます。これに

より、事業主が労災保険の加入

手続きを怠っていた期間中に

事業主のみなさんへ事業主のみなさんへ事業主のみなさんへ事業主のみなさんへ事業主のみなさんへ

が
ん
ぎ

ひ

ほ
う

り
ん

試　験

募　集

お知らせ

21 20



　しっとり柔らかい生地にチョコチップを混ぜ、
コーヒー風味に仕上げました。
　表面に粉雪のような砂糖をふりかけました。
秋から冬にお店にならんでいる一押しの商品です。
　ホットコーヒーと一緒にお召しあがりください。

石
油
ス
ト
ー
ブ
か
ら
の

　
　
　
　
火
災
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

石
油
ス
ト
ー
ブ
か
ら
の

　
　
　
　
火
災
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

営業時間のお知らせ
　営業時間は、下記のとおりです。みなさまの

ご来店をお持ちしております。　

　平日　９：００～１８：００

　祝日　９：００～１７：００

　なお、毎週日曜日を定休日とさせていただ

くことになりましたのでお知らせします。

年末年始休業のお知らせ
　年末年始は、１２月２９日（木）から１月

３日（火）までお休みさせていただきます。

●　問合せ先

　　福祉工房

　　　　　　（ボランティアセンター内）

　　☎ ９３２-１１５５　ＦＡＸ ９３２ -６３０１

クリスマスには新作クッキーを
　スタッフが、アイデアを出し合い作り上げた

「　　　　　」自慢のクッキーがお客様に大好

評です。

　この度クリスマスに向けて、新バージョンが

登場します。見て良し、食べて良し、是非一度

ご賞味ください。

　
本
格
的
な
冬
の
到
来
に
備
え
、
石

油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
の
手

入
れ
は
万
全
で
し
ょ
う
か
。

　 

平
成
16
年
中
に
お
け
る
ス
ト
ー

ブ
に
よ
る
火
災
は
、
全
国
で
１
６
９

６
件
発
生
し
、
な
か
で
も
石
油
ス
ト
ー

ブ
に
よ
る
火
災
は
最
も
多
く
、
全
体

の
６
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
主
な
出
火
原
因
は
、「
石

油
ス
ト
ー
ブ
を
点
火
し
た
ま
ま
給
油

中
、
灯
油
が
漏
れ
て
引
火
し
た
。」、「
ス

ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
を
干
し
、
そ

れ
が
落
下
し
た
。」
な
ど
、
取
り
扱

い
や
管
理
上
の
不
注
意
に
よ
る
も
の

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
寒
い
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

こ
れ
か
ら
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器

具
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
。
火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
、

特
に
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
設
置
場
所

・
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
紙
、
衣
類
な

　
ど
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い

　
こ
と
。

・
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
を
ス
ト
ー
ブ
や
、

　
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
の
上
や
そ
ば
に

　
置
か
な
い
こ
と
。
缶
の
内
圧
が
膨

　
張
し
て
破
裂
す
る
お
そ
れ
が
あ
り

　
ま
す
。

・
カ
ー
テ
ン
や
布
団
な
ど
が
ス
ト
ー

　
ブ
に
接
触
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ

　
と
。

・
ス
ト
ー
ブ
の
上
方
に
洗
濯
物
を
干

　
さ
な
い
こ
と
。

▼
使
用
方
法

・
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
灯
油
を
給
油
す

　
る
と
き
は
、
火
を
消
し
て
か
ら
行

　
う
こ
と
。

・
　カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
式
の
も
の

　
は
、
給
油
後
、
タ
ン
ク
の
ふ
た
を

　
確
実
に
締
め
、
そ
の
場
で
逆
さ
に

　
し
て
漏
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
す

　
る
こ
と
。

▼
点
火
お
よ
び
消
火
の
確
認

・
点
火
後
は
、
炎
の
調
節
を
行
い
、

　
正
常
に
燃
焼
し
て
い
る
こ
と
を
確

　
認
す
る
こ
と
。

・
就
寝
時
、
外
出
時
に
は
、
必
ず
完

　
全
に
消
火
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

　
す
る
こ
と
。

▼
点
検
お
よ
び
整
備

・
暖
房
シ
ー
ズ
ン
の
前
後
に
は
、
十

　
分
な
点
検
整
備
を
行
う
こ
と
。

▼
灯
油
の
保
管

・
灯
油
の
保
管
に
は
、「
推
奨
」・「
認

　
定
」
ラ
ベ
ル
の
付
い
た
灯
油
か
ん

　
を
使
用
す
る
と
と
も
に
、
必
ず
栓

　
を
し
っ
か
り
締
め
て
密
閉
す
る
こ

　
と
。

・
保
管
場
所
は
火
気
を
使
う
場
所
か

　
ら
遠
ざ
け
る
と
と
も
に
、
直
射
日

　
光
を
避
け
た
冷
暗
所
と
す
る
こ
と
。

・
灯
油
か
ん
は
、
５
年
を
目
安
に
お

　
取
り
替
え
い
た
だ
く
の
が
安
全
で

　
す
。

ショコラブール　1個100円

今月の
一押し商品

危
険
物
取
扱
者
試
験
の
お
知
ら
せ

あ
な
た
は
愛
す
る
人
を
救
え
ま
す
か
？

 

『
定
期
普
通
救
命
講
習
会
』
の
お
知
ら
せ

　
危
険
物
取
扱
者
は
、
一
定
量
以

上
の
危
険
物
を
貯
蔵
し
又
は
取
扱

う
工
場
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、

石
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー

リ
ー
等
の
施
設
で
危
険
物
を
取
扱

う
た
め
に
必
要
な
資
格
で
す
。 

免

状
取
得
に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か 

!!

▼
願
書
等
配
置
　
12
月
８
日
頃

▼
願
書
受
付
開
始
　
12
月
15
日
（
木
）

▼
願
書
締
切
日
　
平
成
18
年
１
月

　
６
日
（
金
）

▼
試
験
の
種
類
　
全
種
類

▼
試
験
日
　
平
成
18
年
２
月
26
日

　（
日
）

※
　
試
験
に
伴
う
準
備
講
習
会
を

　
平
成
18
年
２
月
11
日(

土)

に

　
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
先
　

　
粕
屋
南
部
消
防
本
部
危
険
物
係

　
☎
９
３
５
・
６
３
８
９
（
直
通
）

　
急
病
や
ケ
ガ
な
ど
イ
ザ
と
い
う

と
き
に
役
立
つ
応
急
手
当
（
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
含
む
。）
の
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
で

ど
う
ぞ
。

▼
日
時
　
平
成
18
年
１
月
22
日

　（
日
）

　
９
時
〜
12
時

▼
場
所
　
粕
屋
南
部
消
防
本
部

▼
定
員
　
30
人

▼
受
講
料
　
無
料

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
　

　
粕
屋
南
部
消
防
本
部
救
急
係

　
☎
９
３
５
・
５
１
１
１
（
代
）

2223

い
ち
い
ち
き
ゅ
う

い
ち
い
ち
き
ゅ
う

い
ち
い
ち
き
ゅ
う

暖
房
器
具
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

１２月
16日 (金 )

ほのぼの体操(笑って筋力アップ)
講師　高濱　弥生　先生

ちりめんミニ鏡
講師　柴田　裕史　先生

6日 (金 )

21日 (水 )

フラワーアレンジメント
講師　矢野　由紀　先生

ケアビクス
講師　林崎　万里子　先生

11日 (水 )

28日 (水 )

お休みです。 転ばぬ先の知恵(転倒骨折予防)
講師　日本予防医学協会

●開催日時　毎週・水・金曜日の朝(10:00～12：00)　　●場所　　　　ボランティアセンター1階

●定員　　　30人 (65歳以上 )※予約が必要です。　　　 ●自己負担金　300円

●申込み・問合せ先

　須恵町社会福祉協議会　☎ 933-2160

13日 (金 )

1月
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　本年４月からの個人情報保護法の施行

に伴い、現在、住民課窓口では窓口来庁

者の確認を行なっています。この窓口来

庁者の確認を、平成１８年１月から税務

課窓口でも行うこととなりました。

　このため、町税に関する諸証明の請求

の際は、本人確認のための書類（運転免

許証など）の提示をお願いします。また、

代理人が来庁される時は、委任状が必要

な場合があります。みなさまのご理解と

ご協力をお願いいたします。

税務課　　　　内線１３１番

税務課窓口来庁者の
　　　　　確認を行います

　東福岡社会保険事務所による、年金相

談を次のとおり行います。当日は、同事

務所職員がみなさんのご相談に応じます

ので、お気軽にお越しください。

　相談の際は、「年金手帳」と「年金証書」

をご持参ください。代理の人が相談され

る場合は、「委任状」と「身分証明書（運

転免許証など）」をご持参ください。

●日時　１２月２０日（火）

　　　　１０：００～１５：００

●場所　須恵町役場１階会議室

住民課　　　　内線１１３番

年金相談のお知らせ

t
 
 
 
 
 
　

　平成１８年４月１日から同１９年３月

３１日までの、味噌づくりのグループを

次のとおり募集します（１グループ７～

８人で、代表者が申し込みをしてくださ

い）。少人数または、個人で参加を希望

される人は、他のグループとの共同作業

になります。

　町民の多くの人に、味噌づくりに参加

していただくために、新規の参加の団体・

個人を優先させていただきます。申し込

み多数の場合は、平成１７年度以前に参

加された団体については、抽選とさせて

いただくことがありますのでご了承くだ

さい。

※　申し込み時に参加者名簿が提出され

　ない場合は、他の団体を優先すること

　があります。

●受付日時　１２月１日（木）～　平成

　１８年１月１３日（金）８時３０分～

　１７時１５分

●申込み・問合せ先

　自然食普及センター（ボランティアセ

　ンター１階）☎９３３－１７０９

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　

自然食普及センター年末年始のご案内

　自然食普及センターの、年末年始の営

業は次のとおりです。

●年末　１２月２８日（水）まで

●年始　平成１８年１月４日（木）から

保健環境課　　内線１５１番

味噌づくり　グループ募集

●むき出し、屋外にある水道管は、布や 

　毛布などを巻いて、ぬれないようにビ

　ニールなどで、防水してください。ま

　た、保温チューブと外装テープが一体

　になった保温材が市販されています。

●地下式メーター器の破裂防止には、古

　い毛布や布切れ、または、発泡スチ　

　ロールをくだいたものをビニール袋に

　入れて、ボックス内につめ保温してく

　ださい。

●夜明け前の冷え込みが予想される前夜

　には、おやすみの時に少量の水を出し

　ておくと、凍結防止に役立ちます。

●水道管が凍結して水が出ない時は、タ

　オルをかけてその上からゆっくりと、

　ぬるま湯をかけて溶かしてください。

　熱湯を急にかけると破裂することがあ

　ります。

水道管やメーター器が破裂したときは

●メーター器から蛇口までが破裂した時 

　は、メーター器横の止水栓を回して水

　を止め、最寄の指定水道工事店へ。

●メーター器が破裂した時は、水道課へ。

水道課　　　　内線２３５番

水道管・給湯管の冬支度はお早めに

　経済産業省では、工業統計調査を平成

１７年１２月３１日現在で実施します。

　この工業統計調査は、製造業を営むす

べての事業所を対象として、その活動実

態を明らかにすることを目的として行わ

れます。

　調査結果は、国や地方公共団体の行政

施策の重要な基礎資料として利用される

とともに、企業、大学などでの研究資料、

小・中・高等学校の教材などに広く利用

されています。

　みなさまから提出される調査票は、統

計法に基づいて調査内容の秘密は厳守さ

れますので、正確なご記入をお願いいた

します。

経済産業省・福岡県・須恵町

企画課　　　　内線３４４番

製造事業所のみなさまへ
●本人が来庁する場合に必要なもの

　登録する印鑑と運転免許証やパスポー

トなど（写真付の公的身分証明書）または、

保証書（町内で印鑑登録をしている人の

自筆の保証書）

●代理人が来庁する場合に必要なもの

　(即日登録はできません)

　登録する印鑑と委任状

　申請後、本人の登録意思確認のため自

宅に照会書を郵送します。到着後、本人

が記入押印した回答書、登録する印鑑、

本人と代理人の確認のための書類（健康

保険証など）を持参ください。

※本人来庁時でも、運転免許証やパスポー

ト、保証書がない時は、即日登録できず

代理人が来庁する場合と同じ取り扱いと

なります。

住民課　　　　内線１１３番

印鑑登録についてのご案内

の掲示板役場の

町の人口
平成１７年１1月1日現在

（　）＝前月比

●男　性

●女　性

●合　計

●世帯数

12,661

13,093

25,754

9,031

( ＋ 5 )

(＋14)

(＋19)

( ＋ 9 )

人

人

人

戸

国
民
健
康
保
険
税
・
・
７
期
分

12 
月
の
納
税

2425

☎ 代表　９３２-１１５１



読書ボランティア講座① 講演会

科学あそび教室

おはなしリレー

　１０月３０日（日）に、２８人の子どもたちの参加
のもと、福岡県青少年科学館職員による「液体窒素」
の実験、万華鏡づくり、フ
イルムロケットづくりが行
われました。液体窒素の中
に入れるとパリパリとこわ
れてしまう花、はねないボー
ル。たくさんの不思議に出
会いました。

ちくちく一針ソーイング
　図書館開館１０周年を記念して布の絵本の会　わん・
ぴいすのみなさんが、日本のむかしばなしをモチーフ
にタペストリーを製作され
ました。みなさんの一針で
完成させようというもので、
３７８人が参加しました。
完成後、図書館入口に掲示
します。お楽しみに。

「のりものいっぱい」
柳原　良平　作
こぐま社

「お狂言師歌吉うきよ暦」
杉本　章子　著

講談社

「サンタクロ スの忘れもの」
ローリー・ムーア　著

新潮社

「クリスマスの１２にち」
エミリー・ボーラム　絵
福音館書店

　クリスマスなんてだいっきらい
そんな女の子アイビを「いい子
にしなきゃならなくなったい
ずら妖精アーベンは・・？
心温まるクリスマス･ストーリー

マザーグースの歌のひとつ
クリスマスソングとして英語
で親しまれている「クリスマ
の１２にち」。お祝いの１２日
毎日１つずつ不思議な贈り
が増えていきます。

　お狂言師は、大名家の奥向
きにあがって狂言や踊りをご覧
に入れる。胸の高鳴るような話
の直後、事件は起きた。小町娘
が踊りに一生を捧げ、独り身で
生きていく覚悟を決めた時、公
儀陰謀の影が迫り・・・。

自動車、電車、船、飛行機な
たくさんののりものが出てき
す。どののりものがすき？。

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

平
成
18
年
1
月

月日 水火 金 土木

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

4

11

18

25

5

12

☆19

26

6

13

20

27

7

☆14

☆21

28

1

8

15

22

29

図
書
館
だ
よ
り
町 立
図 書 館

932
・

6364

ほ　ん　の　紹　介ほ　ん　の　紹　介ほ　ん　の　紹　介ほ　ん　の　紹　介

ヤングアダルト

一 般 書

赤ちゃん絵本

児 童 書

☆あかちゃんおはなし会（各日とも１０：３０～）
　 12月15日（木）・1月19日（木）

☆おはなし会（各日とも１４：００～）
　 12月17日（土）1月14日（土）・21日（土）

☆工作教室
　 1月の工作教室はお休みします。

○印は休館日です。
毎月最終木曜日は蔵書点検のため休館いたします。
月曜が祝日の場合は開館し翌日が休館になります。
１２月２８日（水）から１月４日（水）までは年末年始のため休館いたします。
1月26日（木）から2月3日（金）までは特別整理期間のため休館いたします。

12
月

月日 水火 金 土木

12

19

26

13

20

27

14

21

28

☆15

22

29

16

23

30

☆17

24

31

11

18

25

 図書館まつりが、１０月２９日（土）から１１月３
日（木）まで行われました。５日間で延べ９００人の
来館者がありました。たくさんのボランティアさんの
ご協力、本当にありがとうございました。

　１０月２９日（土）に「語りの森」代表の富
原美智子さんの講演会が行われました。３０年
間にわたって子どもたちと関わり、おはなしを
届けてきた富原先生ならではの力強さ、温かさ
にあふれる講演会でした。

 １１月３日（木）に、町内5つののボランティ
アグループによるおはなし会が行われました。
１３１人の参加のもと、各団体が趣向を凝らし
たおはなし会でした。

百津　千晴 ちゃん
（Ｈ１６．１２．１７生まれ）

ちはる

「お誕生日おめでとう、好奇心旺盛
な千晴ちゃん。健やかに元気に育っ
てね」
　　新原区（康祐･可奈子　第１子）

メッセージメッセージメッセージ

吉原　怜生 ちゃん
（Ｈ１６．１２．２１生まれ）

「お誕生日おめでとう!! 怜生のかわ
いい笑顔が家族みんなをＨＡＰＰＹ
♡ にしてくれる…産まれてきてくれ
てありがとう。元気いっぱい育っていっ
てね　」須恵区（貴志･正美　第３子）

メッセージメッセージメッセージ

佐藤　彩羽 ちゃん
（Ｈ１６．１２．５生まれ）

「スクスク元気に大きくなーれ」
　　　新原区（正直･里美　第１子）

メッセージメッセージメッセージ

吉村　聖香ちゃん
（Ｈ１６．１２．２４生まれ）

「昨年 ぜいちゃん″が来たよ。１年間
みんなの［おもちゃ］になったけど、
みんな ぜいちゃん″が大好きだよ。お
誕生日おめでとう♡ メリークリスマス！」
　　　　須恵区（正貴･教子　第５子）

メッセージメッセージメッセージ

れ　い せいか

諸熊　雄大ちゃん
（Ｈ１６．１２．２１生まれ）

「雄大、１歳のお誕生日おめでとう
♡ 雄大のニッコリ笑顔はパパとママ
の自慢です☆ これからも毎日たくさ
ん食べて元気に大きくなってね♡」
　　山の神区（剛･美由紀　第１子）

メッセージメッセージメッセージ

渡邉　榎音ちゃん
（Ｈ１６．１２．１１生まれ）

「榎音、１歳のお誕生日おめでとう！
泣いたり、笑ったり、時にはおてん
ばぶりも発揮！！ これからも笑顔を
忘れず元気いっぱいに育ってくださ
いね♡」　旅石区（満･恭子　第１子）

メッセージメッセージメッセージ

ゆうだい かのん

磯野　吉延 ちゃん
（Ｈ１６．１２．１７生まれ）

「誕生日おめでとう！ いつも可愛い
笑顔ありがとう。パパとママは、吉延
が笑ってくれるだけで元気がでます。
これからも元気で強い男の子になって
ネ！」　甲植木区（和幸･光子　第１子）

メッセージメッセージメッセージ

鍛治屋　小雪
（Ｈ１６．１２．１生まれ）

「小雪ちゃん、１歳のお誕生日おめ
でとう♡ これからも、元気いっぱ
い明るく育ってね」
　　乙植木区（研二･美幸　第１子）

メッセージメッセージメッセージ

よしのぶ こゆき

高田　龍照
（Ｈ１６．１２．１５生まれ）

「１歳のお誕生日おめでとう。強く・
たくましく・思いやりのある子に育っ
てね」
　　　恵西区（元照･順子　第１子）

メッセージメッセージメッセージ

田中　利奈
（Ｈ１６．１２．２５生まれ）

「利奈、１歳のお誕生日おめでとう。
パパもママも、毎日利奈と過ごすこ
とができて本当に幸せです。これか
らも元気にすくすく大きくなってね」
　　　長礼区（寛昭･直子　第１子）

メッセージメッセージメッセージ

りゅうしょう

いろは

ちゃん

り　な

ちゃんちゃん

次
回
申
し
込
み
要
領

●対象者　平成17年2月生まれの赤ちゃん
●必要なもの　赤ちゃんの写真（ふりがな付きの氏名、生年
月日を裏書）、保護者のメッセージ（70字以内、居住区、
保護者の氏名、第何子を明記）
※ここで掲載された写真や氏名などは、須恵町ホームページの中の「広
報すえまち」で公開されますので、その旨了解の上申し込みください。
なお、写真は返却しません。
●締切日　12月28日（先着10人まで）
●問合せ先　役場企画課　☎932-1151

2627



１２月水　　道　　当　　番

1月

　各家庭の水道で修理を要する故障や、水道管の破裂、漏水などが発生した場合は、

まず元栓を締めて、下記日程の指定業者まで至急ご連絡ください。

１２月

日 日当　番　業　者 当　番　業　者電　話 電　話

１月

　
以
上
の
方
々
か
ら
多
額
の
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
も
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
、
校
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ま
つ
り
。
今
年
は
、

第
三
小
校
区
の
ふ
れ
あ
い
祭
り
も
天
候

に
恵
ま
れ
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
第
二
小

校
区
の
ぺ
っ
た
ん
フ
ェ
ア
で
は
金
魚
す

く
い
が
あ
り
ま
し
た
。
大
人
か
ら
子
ど

も
ま
で
、
真
剣
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
最
近
、
我
が
家
の

４
年
ほ
ど
前
に
お
祭
り
で
す
く
っ
て
き

た
金
魚
が
卵
を
産
み
ま
し
た
。
水
槽
の

中
は
卵
が
い
っ
ぱ
い
で
、
こ
れ
を
発
見

し
た
と
き
は
感
動
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
卵
を
毎
日
見
な
が
ら
、
も
し
こ
れ

が
全
部
か
え
っ
た
ら
、
水
槽
を
ど
う
し

よ
う
か
と
悩
ん
で
い
ま
す
。
　
　  (

喜)

　
故
　
徳
永
　
芳
美
様

ご
遺
族
　
徳
永
　
種
子
様

　
故
　
石
井
秀
次
郎
様

ご
遺
族
　
石
井
　
健
児
様

　
故
　
田
名
網
悦
子
様

ご
遺
族
　
山
下
　
利
賀
様

甲

植

木

区

大

島

原

区

上

須

恵

区編
集
後
記

貸し出します！

●音訳テープ

○社協だより　「わかみず」

○広報　「すえまち」

○議会広報　「議会だより」

●点訳本

○社協だより　「わかみず」

●問合せ先　社会福祉協議会

　☎９３３－２１６０

月　日
外　科

病・医院名 電　話 病・医院名 電　話

内科・小児科・歯科
休　日　当　番　医
※診療時間は９時から１７時までです。

※一部変更になることがありますので、

必ず下記で確認して下さい。

●休日当番医の問い合わせ先

福岡県医療機関情報センター

☎ 471-0099
粕屋南部消防本部

☎ 935-5111

粕屋中・南部
休日診療所

場所　粕屋郡久山町

大字久原 3168-1

652-3119

１２月１８日 須恵外科（須恵）

貫外科（須恵）

合屋クリニック（志免）

上野外科病院（志免）

仲原病院（志免）

栄光病院（志免）

久恒病院（宇美）

片井整形外科（粕屋）

篠栗病院（篠栗）

篠栗病院（篠栗）

ひまわり病院（粕屋） 938-1311

936-5839

935-0316

621-2802

935-0147

932-0133

938-4860

947-0711

947-0711

936-2355

933-5111２３日

２５日

３０日

３１日

１月　１日

２日

３日

８日

９日

１５日

生活福祉総合相談日 ●場所 福祉センター相談室　●時間 13:00～16:00(弁護士相談のみ13:00～15:00)
●問合せ先 社会福祉協議会　☎ 933-2160

区分
12月
1月

健康・子育て・児童相談
20日 (火 )

－

行政・人権・心配ごと相談
－

5日 (木 )

障害者相談
27日 (火 )

10日 (火 )

高齢者相談
21日 (水 )

11日 (水 )

弁護士相談（要予約）
15日 (木 )、22日 (木 )

12日 (木 )

町
の
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー

日

15

ぴよぴよサロン

つくしんぼクリスマス会

リハビリ教室

ボランティアセンター

ボランティアセンター 13:30～16:00

登録が必要

夜間役場 役場窓口

ボランティアセンター
  9:40 受付～

10:00～11:00

13:30～14:30

受　付

13:30～14:30

受　付

13:30～14:30

受　付

17:15～20:00

11:00～

10:00～

木

16 金

19 月

20 火 ４か月児健診

９か月児健診

高齢者医療説明会

甲植木区チャットルーム 甲植木区公民館 10:00～12:00

10:00～開式

保健センター 新規該当者のみ

保健センター

保健センター 平成１７年８月生

平成１７年３月生

平成１４年１２月生

21 水

日

月

月

火

日

日

水

天皇誕生日

役場仕事納め

元旦

役場仕事始め

成人式

消防団出初式

成人の日

３歳児健診

佐谷区チャットルーム 佐谷集落センター

夜間役場 役場窓口 17:15～20:00

10:00～12:00

第２０回ファミリーカイトフェスタ

健康広場

保健センター

運動公園若杉の森
多目的グラウンド

10:00～

11:00～開式

アザレアホール須恵

23 金

28

1

4

8

9

10

15

16

木 新原区チャットルーム 新原区公民館 10:00～12:0012

水 甲植木区チャットルーム 甲植木区公民館 10:00～12:0011

水

曜 行　　事 場　所 時　間 備　考

日 曜 行　　事 場　所 時　間 備　考

１５～１６日

１７～１８日

１９～２０日

２１～２２日

２３～２４日

２５～２６日

２７～２８日

２９～３０日

３１日

１日

２～３日

４～５日

６～７日

８～９日

１０～１１日

１２～１３日

１４～１５日

藤木良弘設備(株)(南米里)

今泉住宅設備(甲植木)

(株)光商会(上須恵)

五水設備(上須恵)

(有)森広設備工業(須恵)

豊田設備(大島原)

(有)今泉産業(甲植木)

中牟田製作所(上須恵)

藤木良弘設備(株)(南米里)

藤木良弘設備(株)(南米里)

今泉住宅設備(甲植木)

(株)光商会(上須恵)

五水設備(上須恵)

(有)森広設備工業(須恵)

豊田設備(大島原)

(有)今泉産業(甲植木)

中牟田製作所(上須恵)

９３２－１２５４

９３５－６７２７

９３２－４８８６

９３３－５３１１

９３３－６８９０

９３３－４０３７

９３５－１３７５

９３２－１４５５

９３２－１２５４

９３２－１２５４

９３５－６７２７

９３２－４８８６

９３３－５３１１

９３３－６８９０

９３３－４０３７

９３５－１３７５

９３２－１４５５

29 28
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